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第１期総合戦略の効果検証 

（1）総人口 

第１期総合戦略では、2060年における丹波市の目標とする総人口（目標人口）

を50,000人としており、その場合の 2015年の推計人口を 64,649人としていた。 

これに対し、2015 年国勢調査による総人口は、64,660 人であったことから、

現時点で大きな差異はない。 

ただ、平成 26年に目標人口を推計したグラフと比較すると、2020年以降はそ

の差が加速度的に大きくなることから、人口減少対策の効果が人口増減の結果

に必ずしも結びついていないと言える。 

 

 

 

 

（2）自然増減 

自然増減の推移を見てみると、死亡数はほぼ横ばいで推移しているが、出生数

は年々減少しており、目標人口を達成するための目標出生数 520人/年から大き

く乖離し続けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）社会増減 
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（3）社会増減 

社会増減の推移を見てみると、近年は転入者数・転出者数ともに大きな変動は

なく、社会減が常態化している。 

 

 

 

（4）効果の兆し 

総人口の推移は、（1）～（3）のとおりであるが、人口減少対策効果の兆しも

見えてきている。 

年齢ごとの純移動数の推移では、2005 年～2010 年と 2010 年～2015 年を比較

すると、20 歳～24 歳→25 歳～29 歳から 30 歳～34 歳→35 歳～39 歳の純移動数

が増加傾向にある。 

また、性別ごとにみると、男性は大学進学などがきっかけとなる 15歳～19歳

→20 歳～24 歳の純移動数や、その後の 30 代の純移動数に若干ではあるが回復

が見られる。 

女性の 2005 年～2010 年と 2010 年～2015 年を比較すると、25 歳～29 歳→30

歳～34歳の純移動数が減少から増加に転じている。 

丹波市では、若者の人口減少、特に若い女性の人口減少が大きな課題であった

ことから、20歳～30 歳代の女性の純移動数が回復傾向にあることは、生産年齢

人口の回復と、結婚・出生・子育て世代の回復との両方を指し、注目すべき点で

ある。 

これらの純移動数の変化がいったん転出した若者が再び丹波市に戻ってくる

者の増によるものなのか、それともその年代の転出が減少し、転入が増加したこ

とによるものなのかを今後分析し、施策効果を検証していくことが重要である。 
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若い世代の社会増減が回復傾向にある 

大学進学などをきっかけとした転出が減っている 

30代が若干増えている 
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（5）第２期総合戦略に向けた論点整理 

ア 人口ビジョンと目標人口について 

人口動向からみると、総人口の減少を抑制する効果は目に見えて表れていな

いものの、一部の年齢の純移動数においては、効果の兆しが認められる。 

目標人口は 45年間の長期目標であり、取組開始後５年しか経過していないこ

と、目標人口を変更すると取組の効果測定にぶれを生む恐れがあることなども

十分に考慮する必要はあるが、一方で目標数値の５万人を維持し、これを達成す

るためには、今後の各年の出生数や社会増減の数値を大きく増加させる必要と

なることも踏まえて実現可能となるよう人口ビジョンの改訂を進める。 

 

イ 施策体系と取組の見直し 

総人口、自然増減、社会増減の推移状況を総合して考えると、総合戦略の取組

を基本目標ごとに分析し、人口減少対策効果の兆しを軌道に乗せる取組（分野）

の強化と、効果が乏しい取組（分野）の練り直しをする必要がある。 

 

ウ 進捗管理 

総合戦略の進捗管理は、取組の効果を客観的に検証するため、目標を数値化し

た重要業績評価指標（Key Performance Indicator。KPI）を用いる。人口減少対

策を分野横断的に取り組む総合戦略の KPI は、分野横断して効果が測定できる

KPIを設定する必要があるが、第１期総合戦略では取組（事業）ごとに細かく KPI

を設定したことで進捗管理が個別的になり、各取組（事業）－基本目標－人口減

少対策の連動性が測定しづらくなった。 

このことから、第２期総合戦略では、分野横断的な取組がより実施しやすいよ

う、各取組（事業）－基本目標の施策体系を見直すなど、総合戦略のスタイルを

変更する必要がある。 
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◆◆ 数値目標の効果検証・ 

 

重要業績評価指標（KPI）ごとの効果検証  
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数値目標の効果検証・重要業績評価指標（KPI）ごとの効果検証 

 

【重要業績評価指標（KPI）ごとの効果検証】 

丹波市丹（まごころ）の里創生総合戦略（以下「総合戦略」という。）においては、４つの

基本目標を掲げ、基本目標ごとに平成 31年度の数値目標を設定している。 

 事業の進捗管理においては、庁内の「丹波市丹（まごころ）の里創生総合戦略推進本部」で

内部評価を行い、産官学金労言、住民有識者、公募委員から構成する「丹波市丹（まごころ）

の里創生総合戦略推進委員会」の外部評価及び市議会の意見を踏まえ、総合的評価を行って

いる。 

 今年度においては第１期総合戦略の最終年度となるため、基本目標１～４に掲げる各施策

の 176項目の重要業績評価指標（KPI）について、第１期全体における目標達成に向けた進捗

状況を３段階で評価した。 

 

基本目標 達成 概ね達成 未達成 実績値なし 計 

基本目標１ 

魅力的なしごとを創造する 
19 14 19 2 54 

基本目標２ 

交流人口を増やす 
25 13 9 2 49 

基本目標３ 

市民みんなで子育てを応援する 
10 16 14 0 40 

基本目標４ 

元気な地域をつくる 
12 16 4 1 33 

計 66 59 46 5 176 

※基本目標３の項目数については、基本目標の KPIである「出生数」が具体的施策の KPIに含まれていないため、

その項目を足した。別添の「各基本目標の具体的施策における効果検証」一覧の合計数と一致しない。 

 

【基本目標１～４における KPI達成度】 

基本目標２と基本目標４については、目標達成に向け概ね達成できているが、基本目標１

と基本目標３については、未達成となっている割合が 35％を占めている。未達成の指標は新

規就職者数や雇用対策の補助、婚活支援、人材不足による看護師数、保育士数等である。 

 ただ、全体を通して、重要業績評価指標（KPI）については、達成、概ね達成をあわせて 71％

となっており、未達成のものについても、80％未満を未達成と設定しているが、大幅に達成

できていないものは少ない。 

 それぞれの基本目標における施策の指標については、後段において効果検証を行っている。 
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基本目標１ 魅力的なしごとを創造する 

 

～ 丹波ブランドを活かした産業の創造・継承と、活躍人口を生み出す創造的なしごとをつくる ～ 

農林業をはじめとする地域資源を活かした産業の振興に重点的に取り組み、その分野での雇用の増

加を図る。既存の企業における雇用についても、的確な情報発信やしごとの内容ややりがい等につ

いて知る機会を設け、より多くのマッチングを行うとともに、起業を志す若者らの支援を実現する。

また、平成 28 年９月の「丹波市中小企業・小規模企業振興基本条例」の制定を受けて、地域産業、

地域経済の発展を促すための施策の充実を図る。 

 

【基本目標の重要目標達成指標】 

数値目標 項 目 
基準値 中間 KPI 目標値 

平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 平成 31年度 

「年齢や性別を

問わず、働きや

すい環境が整っ

ていると思う」

市民の割合 

数値目標 - - 18.5％ 19.0％ 19.5％ 20.0％ 

成果数値 - 18.1% 14.7% 17.1% 21.2% - 

達成度 - - ○ ○ ◎ - 

チャレンジカフ

ェを通じた新規

起業件数 

数値目標 - 20 件/年 20 件/年 20 件/年 20 件/年 20 件/年 

成果数値 18 件 13 件/年 14 件/年 28 件/年 15 件/年 - 

達成度 - △ △ ◎ △ - 

【達成度】 

◎達成（目標値以上）、○概ね達成(目標値の 80％以上 100％未満)、△未達成(80％未満)、-実績値なし(当該年度の

実績値なし) 

 

【基本目標における検証】 

・「年齢や性別を問わず、働きやすい環境が整っていると思う」市民の割合について、従業員の

人材育成、技能向上や研修、健康診断などの費用助成を活用される事業所も多く、安定した

雇用維持に向けた取組につながっているため、目標値を上回る結果になっている。 

・チャレンジカフェを通じた新規起業数は概ね目標に達している。新規起業に向けての相談、

アドバイスを行うワンストップ相談窓口として「たんばチャレンジカフェ」の定着や各種セ

ミナーの開催を行うなど支援体制が整っていると判断できる。 

 

【基本目標における今後の方向性】 

・事業所においては年齢や性別を問わず、従業員が働きやすい労働環境、職場環境づくりへの

意識啓発と支援をしていく必要がある。また、誰もが働きやすい多様な雇用環境の創出を行

い、ワークライフバランスなど働き方改革を推進する支援の検討が必要である。 

・新規起業者が創業後、安定的に事業が継続していけるよう商工会と連携しながら支援内容の

充実やサポート体制を構築していく必要がある。 
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【具体的施策における検証】 

1-1 地域資源を活かした農林業や環境調和型産業の活性化 

・「木の駅プロジェクト」に参加する新規兼業農林家数は、積極的な広報宣伝により年々増加し

ており、同プロジェクトが市内全域に浸透しつつあり、新エネルギー普及事業の成果となっ

ている。 

・新規就農者数は、目標値に達した。就農希望者が目指す農業を実現するための丹波地域就農

支援センターにおける相談体制の充実、令和元年度に栽培技術、農業経営及び農村文化を学

ぶ「農の学校」の開校、行政事務と農業研修を仕事とする地域おこし協力隊の任期満了後の

就農により、新規就農者の育成及び確保に繋がる一定の効果が出ている。 

・認定農業者法人化数は、各種支援事業を活用推進の効果により増加している。 

・丹波栗については大規模作付が多かったことから、概ね達成できたが、丹波大納言小豆は作

付面積が減少傾向にある。 

 

1-2 多様な働き方を支える仕組みづくりとしごとのマッチングの推進 

・移住・定住に関する各種業務を一本化し、総合的に取り組む体制を構築したことで相談件数

が増加し、移住世帯数も伸びた。 

・新規雇用者については、有効求人倍率が１倍を超え続ける現状において人材確保が困難な状

況である。 

・空き工場や空き事務所の情報を発信することで、企業誘致数は目標値に達したが、求人数は

限られている。 

・就職支援連携の協定している大学からの就職者数は、目標値には達していない。 

 

1-3 若者がスモールビジネスに挑戦できる環境づくり 

・中心市街地における新規起業者数及び新規起業者向けの補助金活用については概ね目標に達

している。また、新規起業による雇用増加数も目標に達した。 

 

【具体的施策における今後の方向性】 

1-1 地域資源を活かした農林業や環境調和型産業の活性化 

・木の駅プロジェクトの広がりをさらに拡充させるためには、消費を大幅に拡大させ、収益を

上げられる仕組みに発展させていく必要がある。また、中核的な役割を継続して担う人材も

確保する必要がある。 

・新規就農者は目標値には達したものの、高齢化、後継者の減少による担い手不足に伴い、遊

休農地や不作付地は増加している。地域農業の担い手となる新規就農者の確保や「農の学校」

での研修終了後に市内で就農し、定住するための支援及び関係機関等と連携したサポート体

制の強化が必要である。 

・認定農業者の経営基盤強化や安定した事業継承のため、法人化促進の支援策を行う必要があ

る。 

・丹波栗、大納言小豆等の特産物においては、生産量を増加するための機械導入の支援、ブラ

ンド力の向上、経営の安定化に向けた取組が必要である。 
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1-2 多様な働き方を支える仕組みづくりとしごとのマッチングの推進 

・関係機関と連携し、移住相談と仕事情報を一緒に相談できる相談会の開催等を行い、移住希

望者のニーズに応えるような有益な情報を提供する必要がある。また、市内高校生のキャリ

ア形成を積極的に支援していくことで人材確保につなげる必要がある。 

・地元高校生や地元出身の大学生、UIJ ターン者に対し、市内企業の多様な業態、労働条件や

職場環境等の情報を提供することに加え、生活スタイルの魅力を伝える情報発信を強化し、

人材確保に取り組むことが重要である。 

・企業誘致は市内の雇用創出に貢献しているため、今後も情報を収集し、多種多様な業種の誘

致に努めていく必要がある。 

 

1-3 若者がスモールビジネスに挑戦できる環境づくり 

・新規起業者が継続して安定的な運営ができ、雇用の拡大に繋がる支援を行う必要がある。 
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基本目標２ 交流人口を増やす 

 

～「人」との出会いから地域の魅力を伝え、交流を促進し、移住・定住につなげる ～ 

市制 15周年の節目となる平成 31 年度（2019 年度）を『丹波市元年』と位置付け、丹波市の魅力

資源を総合的に生かし、市民の愛着と誇りを醸成するとともに、丹波市の対外的な認知度とイメー

ジ向上を図るため、シティプロモーションに積極的に取り組みます。本市の伝統・文化・人々の営

みをフル活用して「ワクワク・ドキドキするキャンペーン（仮称）」を市の総力をあげて展開する。

また、移住相談窓口を併設する観光拠点の整備を行い、総合的な観光まちづくりの推進と本市を移

住先の候補と考え訪れる人や、観光に訪れ本市のファンになる人などに、本市の魅力を確実に発信

することで、交流から移住・定住へつなげる施策を展開していく。 

 

【基本目標の重要目標達成指標】 

数値目標 項 目 
基準値 中間 KPI 目標値 

平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 

相談窓口を利

用して移住した

転入者数 

数値目標 - 36 人/年 36 人/年 36 人/年 36 人/年 36 人/年 

成果数値 11 人/年 24 人/年 23 人/年 29 人/年 52 人/年 - 

達成度 - △ △ ○ ◎ - 

観光入込客数 

数値目標 
2,300 千人/

年 

2,167 千人/

年 

2,200 千人/

年 

2,233 千人/

年 

2,266 千人/

年 

3,000 千人/

年 

成果数値 
1998 千人/

年 

2,109 千人/

年 

2,079 千人/

年 

2,184 千人/

年 

2,260 千人/

年 
- 

達成度 - ○ ○ ○ ○ - 

【達成度】 

◎達成（目標値以上）、○概ね達成(目標値の 80％以上 100％未満)、△未達成(80％未満)、-実績値なし(当該年度の

実績値なし) 

 

【基本目標における検証】 

・移住希望者からの住まい・仕事・子育て支援等の相談について一本化し、一つの主体が総合

的に取り組んだことにより、効率的かつ効果的なサービスの提供を図ることができ、相談件

数及び移住世帯数の増加につながった。 

・観光入込客数については、年々増加傾向にあり、概ね目標値に達している。情報誌等により

積極的に情報発信を行うことで市を訪れる人が増加している。 

 

【基本目標における今後の方向性】 

・今後も引き続き移住希望者等の相談に対応するとともに、地域情報の収集と情報発信の機会

や範囲を拡大させる。 

・今後は、一度だけでなく、再訪してもらえるよう引き続き丹波市の魅力を発信し、丹波市フ

ァンを増やし、交流人口につなげていく。 
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【具体的施策における検証】 

2-1 地域資源を活かした交流施策の展開 

・市の魅力を再認識して、ブランド力を高めるため、市外へ情報発信を行う中で、市民自らが

自分たちのまちに愛着や誇りを持ち、良くしたい、元気にしたいという新たな取組も芽生え

てきた。 

・ふるさと住民登録者数及び来丹者数においては目標値を大きく超えた。今後も引き続き定期

的に市の情報を提供し、市に興味や関心を持って訪れてもらえるような取組を行っていく必

要がある。 

・廃校の利活用については、３校のうち２校では事業者の進出が決定し、地域活性化に一定の

効果が出た。 

・丹波竜活用事業においては、発掘現場周辺の整備や丹波竜サイトの構築、丹波竜化石工房の

展示物の充実を図ったことにより、来館者数は増加した。 

 

2-2 大阪・東京圏に向けた情報発信の強化 

・移住・定住者向けに相談及びイベント、住まい、仕事等の多面的な情報発信を行うサイトを

統合したことでアクセス数は目標値に達した。また、東京や大阪で移住イベントや相談会を

実施し、丹波市での暮らしの魅力を伝え、移住者の呼び込みを行った。 

 

2-3 空き家を有効活用した移住・定住の推進 

・空き家バンクや補助金の活用が周知され、登録数の増加に伴い、物件数が充実することで空

き家バンク制度発足後、当初の目標を上回る成約数となっている。成約数のうち、半数以上

が市外在住者であり、空き家の有効活用だけでなく、移住定住の促進にもつながっている。 

・市が空き家を借り入れ、移住希望者等に賃貸している定住促進住宅については、空き家はあ

るものの、老朽化が著しい等の理由により改修工事の予算に見合う物件がなく、目標数には

達していない。改修すれば早期に入居者があることから、需要は確かである。 

 

【具体的施策における今後の方向性】 

2-1 地域資源を活かした交流施策の展開 

・プロジェクトとして取り組むシティプロモーション事業は、令和元年度で終了するが、将来

にわたって地域資源を活かした持続可能な経済構造を構築するためには、今後も一般施策の

中で継続した事業展開が必要である。 

・市民自らが「自分たちのまちを良くしたい、元気にしたい。」という新たな取組が芽生えてき

たが、資金面や人材不足等の課題を抱えている団体が多く、今後も市民自らが能動的に活動

するための継続的な支援が必要である。 

・ふるさと住民登録者については、今後も引き続き定期的に市の情報を提供し、市に興味や関

心を持って訪れてもらえるような取組を行っていく必要がある。 

・廃校の利活用については、今後も貸付料の無償化、補助金制度の活用等事業者が進出しやす

い環境を整え、サウンディング型市場調査の実施により民間意向を確認することも必要であ

る。 
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・丹波竜活用事業においては、丹波竜化石工房の来館者数を増加させるためには、ハード・ソ

フト両面の整備が必要となっている。また、恐竜を活かしたまちづくりを進めるためににっ

ぽん恐竜協議会の加入自治体との連携を図っていく必要がある。 

 

2-2 大阪・東京圏に向けた情報発信の強化 

・人口減少等により各自治体において移住者の獲得が難しくなる中、相談会への出展だけでは

相談ブースに来る移住相談者が限られてしまうため、これまでのイベント・住まい・仕事の

各種情報を継続的に発信していくことに加え、オンラインを通じた相談を行うなどの移住・

定住につなげる取組を行っていく。 

 

2-3 空き家を有効活用した移住・定住の推進 

・市外在住の空き家所有者への周知を行うなど登録物件の充実を図るとともに、空き家物件の

情報を収集し、優良物件の確保に努め、整備を促進していく。 
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基本目標３ 市民みんなで子育てを応援する 

 

～ 安心して子どもを産み、育てられるまち「丹波市」をつくる ～ 

若い世代が結婚、出産、子育てに希望がもてるよう各ライフステージにおいて、地域コミュニティ

や企業など多様な主体がサポートできる環境づくりに取り組む。また、子育てにかかる経済的負担

を軽減するとともに妊娠・出産・育児に関する適切な保健指導や情報提供などの充実に取り組む。 

 

【基本目標の重要目標達成指標】 

数値目標 項 目 
基準値 中間 KPI  目標値 

平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 平成 31年度 

出生数 

数値目標 - 520人/年 520人/年 520人/年 520人/年 520人/年 

成果数値 495人/年 457人/年 469人/年 441人/年 438人/年 - 

達成度 - ○ ○ ○ ○ - 

「地域全体で

子育てを支え

ている」と感

じている市民

の割合 

数値目標 - 56.0% 62.0% 68.0% 74.0% 80.0% 

成果数値 47.4% 44.4% 45.9% 50.5% 46.7% - 

達成度 - ○ △ △ △ - 

【達成度】 

◎達成（目標値以上）、○概ね達成(目標値の 80％以上 100％未満)、△未達成(80％未満)、-実績値なし(当該年度の

実績値なし) 

 

【基本目標における検証】 

・出生数については、若年女性人口の減少や晩婚化、未婚化に伴い、減少している。 

・児童生徒が地域資源を学び、地域の一員としての自覚を高めるため、地域住民をゲストティ

ーチャーに迎え、ふるさとへの理解と誇りをもつこころを醸成する取組を進めている。この

取組は市民への認知が進んでいるため、ゲストティーチャーの確保も円滑に行えている。 

 

【基本目標における今後の方向性】 

・少子化は、若者の経済的な不安定さや仕事と子育ての両立の難しさ等さまざまな要因で生じ

ている。子育て世代が安心して出産、子育てのできる環境づくりを推進し、きめ細やかな支

援を行うとともに、若年層の人口を維持する施策が必要である。 

・「たんばふるさと学」、「たんばみらい学」については、今後においても学校通信やコミュニテ

ィ・スクールだより等により積極的に情報発信することにより「地域全体で子育てをしてい

ると感じる」割合の増加につなげる必要がある。 
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【具体的施策における検証】 

3-1 結婚、出産、子育てに満足できる暮らしの創出 

・少子化の一因となっている晩婚化・未婚化に対する取組として、結婚相談、出会いの場の提

供、イベントの開催等を行っている。相談件数やお見合い件数については目標値に達するこ

とができたが、婚約組数としての成果については実績が上がるまでに時間を要するため、目

標値には達していない。 

・アフタースクールについては、利用対象者の拡大、保護者ニーズに応えていくための指導員

の資質向上を図り、利用者の増加につながっている。 

・認定こども園においては、国基準より５割以上の保育料の軽減を行い、子育て世代の負担軽

減を図っている。また、認定こども園の病児・病後児保育等における看護師配置については

保護者ニーズや認知に伴い、配置への機運が高まりつつあるが、全園配置には至っていない。 

・子育て学習センターの来館者数は目標値を上回った。妊娠期から子育て期までの保護者に対

する相談に応じ、助言を行うなど切れ目ないサポート体制を整えることができた。 

 

3-2 ワーク・ライフ・バランスの推進 

・女性活躍の推進を図るため、実効性のある支援制度の整備を行うことにより、女性の就業率

は概ね目標に達している。 

 

3-3 子どもが地域の魅力に学ぶしかけづくり 

・地域とともにある学校づくりを行う手段として、実態に応じた学校運営協議会制度の導入を

しているが目標数には届いていない。 

・丹波市の児童生徒は地域行事に参加する割合が全国平均を上回っており、地域への関心の高

さがうかがえる。これは全小学校区に配置した学校支援コーディネーターが中心となり、地

域の「ひと」「もの」「こと」を教材とした効果的な学習が展開できている成果である。 

 

【具体的施策における今後の方向性】 

3-1 結婚、出産、子育てに満足できる暮らしの創出 

・少子化の一因である晩婚化・未婚化に対する取組として、今後もおせっかいマスターを中心

とした相談支援や出会いの場の提供等の婚活支援事業を行っていく必要がある。 

・今後においても引き続き妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない、きめ細やかな支援を行

い、保護者が安心して就労できる環境を整える必要がある。 

・子育て世代包括支援センター等の関係機関との連携を深めるとともに、パンフレットやサイ

トの充実を図り、情報発信をしていく。 

 

3-2 ワーク・ライフ・バランスの推進 

・丹波市における女性の就業率は高い位置にあるため、今後も維持し、働きたい、働き続けた

い女性が希望する働き方ができるような方策を検討する必要がある。 

・女性の社会進出が進み、共働きの家庭が増加し、生き方が多様化しているが、働き方や子育

て等に対する意識や環境はこうした社会変化へ十分対応できていない。男女問わず仕事にや

りがいや充実感を感じながら、家庭で家族と過ごす時間や地域で活躍する時間などを確保で

きるよう、企業及び個人の働き方に対する意識改革を行う必要がある。 
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3-3 子どもが地域の魅力に学ぶしかけづくり 

・学校運営協議会については、各校区において地域懇談会を実施し、全小学校に導入していく。 

・児童生徒に地域社会の一員としての自覚を高め、ふるさとへの理解と誇りをもつこころを醸

成するため、引き続き地域住民をゲストティーチャーとして迎え、地域資源を学び、地域課

題の解決に向けた学習を実施する。 
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基本目標４ 元気な地域をつくる 

 

～ 活力ある地域コミュニティを育て、市民がいきいきと暮らすまちをつくる ～ 

生涯学習活動や市民活動、地域づくり事業など、市民や市民団体、ＮＰＯ法人が主体となった交流

や人材育成の拠点並びに男女共同参画社会の実現に向けた活動拠点となる「たんば市民プラザ」の

設置に取り組む。また、市民一人一人が健康で、質と満足感の高い生活を送ることができる環境を

整備するとともに、人口が減少する中で地域内のつながりや取り組みを支援し、力強いコミュニテ

ィの形成を目指していく。 

 

【基本目標の重要目標達成指標】 

数値目標 項 目 
基準値  中間 KPI 目標値 

平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 平成 31年度 

「日々のしごと

（農作業・家

事・育児等含

む）にやりがい

や充実感があ

る」と感じてい

る市民の割合 

数値目標 - - 62.0% 63.0% 64.0% 65.0% 

成果数値 - 60.6% 63.8% 62.0% 58.9% - 

達成度 - - ◎ ○ ○ - 

「自治会・小学

校区は、地域活

動が活発化して

いる」と感じて

いる市民の割合

いずれも（「そ

う思う」 と「ま

あそう思う」の

計） 

数値目標 - 40.0% 45.0% 50.0% 55.0% 60.0% 

成果数値 36.7% 40.1% 46.3% 45.9% 41.5% - 

達成度 - ◎ ○ ○ △ - 

【達成度】 

◎達成（目標値以上）、○概ね達成(目標値の 80％以上 100％未満)、△未達成(80％未満)、-実績値なし(当該年度の

実績値なし) 

 

【基本目標における検証】 

・日々の仕事にやりがいや充実感がある市民の割合については概ね目標値に達している。 

・地域活動が活発化していると思う市民が微減している。 

 

【基本目標における今後の方向性】 

・今後も引き続きやりがいや充実感のある仕事ができる環境を維持していくための支援が必要

である。 

・自治協議会が地域の特色を活かした目指すべき将来像を自ら描き、課題解決に向け主体的に

取り組むための支援をする必要がある。 

・人口減少により自治会等の活動の担い手が不足する中、地域が活発に活動できる取組を支援

する NPO法人等の中間支援組織を育成する必要がある。 
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【具体的施策における検証】 

4-1 健康で生きがいのもてる人づくりの推進 

・健康寿命は男女ともに延伸している。 

・地域や各種団体等で活躍できる実践力を伴った人材を育成し、地域力を高めるために開校し

た「TAMBA地域づくり大学」において、さまざまなテーマの学びを提供することができた。 

・生活保護受給者などの就職困難者の新規就職には一定の成果が出ている。 

・引きこもり等の子ども・若者に対する支援事業として相談・居場所づくりを行っているが、

どちらも目標値を大きく超えるものとなっており、社会復帰をしている者についても目標値

に達しており、効果が表れている。 

 

4-2 豊かな地域力の向上によるまちづくりの推進 

・ボランティア、市民活動団体、NPO 法人等の活動支援と活動拠点である丹波市市民プラザに

ついては懇話会やフォーラムを実施したことにより市民へ関心が高まっている。 

・地域住民の困りごとに対応できる身近な相談窓口として「よろずおせっかい相談所」と「よ

ろずおせっかい支縁センター」を設置し、生活課題の把握、分析、対応を行うことで、相談

件数、気軽に相談できる環境が整っていると感じている市民については概ね目標値に達して

いる。 

 

【具体的施策における今後の方向性】 

4-1 健康で生きがいのもてる人づくりの推進 

・健康寿命の延伸に向けて、今後も健康教室等各種事業を継続し、取り組んでいく。また、健

診受診者は減少傾向のため、令和２年度より医療機関健診を中心とした健診体制に移行し、

受診しやすい体制を整えることで受診者数の増加を目指す。 

・今後も地域で活躍する人材を育成するために「TAMBA 地域づくり大学」において継続した事

業の実施をしていく必要がある。 

・就職困難者については、ハローワーク柏原や関係各課との連携をより深めて今後もきめ細や

かな対応と繰り返しのカウンセリングを行い支援していく必要がある。また、就職氷河期世

代で不安的な非正規雇用で働く者や長期無業者などの掘り起こしを進める対策を講じる必要

がある。 

・一人でも多くの引きこもり等の対象者が社会復帰できるよう関係機関と連携を図り幅広い支

援をしていく必要がある。また引きこもりの実人数については把握できていない現状もあり、

この事業の周知や利用したいができていない人への対応が課題である。 

 

4-2 豊かな地域力の向上によるまちづくりの推進 

・市民活動の拠点施設である丹波市市民プラザについては、「市民プラザは何をするところ」と

いうわかりやすい広報をしていくとともに参画と協働のまちづくりを推進していく。 

・地域づくりや市民活動に興味関心を持ち、積極的に取り組もうとする人材を育成し、豊かな

地域力の向上を図る必要がある。 

・各社会福祉法人には「よろずおせっかい相談所」の看板を掲げることができたが、小学校区

単位への相談所の設置が進んでいないため、新設を目指すとともに既に設置されている相談

所の周知と利用促進を図る必要がある。 
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◆◆ 各基本目標の具体的施策における効果検証  

 

19



基
本
目
標

１
　

魅
力

的
な

し
ご

と
を

創
造

す
る

1-
1　

地
域

資
源

を
活

か
し

た
農

林
業

や
環

境
調

和
型

産
業

の
活

性
化

1-
1-

(1
)自

然
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
推

進

目
標

値
基

準
年

（
平

成
3
1
年

度
）

平
成

2
6
年

度
平

成
2
7
年

度
平

成
2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度

数
値
目
標

-
20

40
60

80

成
果
数
値

-
57

72
89

97

数
値
目
標

-
-

10
20

30

成
果
数
値

-
-

15
17

14

数
値
目
標

-
10
0

30
0

30
0

30
0

成
果
数
値

-
50

78
14
3

59

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

-
15
,6
00

15
,3
00

15
,3
00

15
,3
50

成
果
数
値

1,
65
0

14
,9
12

15
,6
13

15
,3
94

12
,6
06

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

成
果
数
値

1-
1-

(2
)農

業
の

担
い

手
づ

く
り

目
標

値
基

準
年

（
平

成
3
1
年

度
）

平
成

2
6
年

度
平

成
2
7
年

度
平

成
2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度

数
値
目
標

-
2

2
2

2

成
果
数
値

1
3

7
2

5

数
値
目
標

-
20

20
20

20

成
果
数
値

12
8

11
19

17

数
値
目
標

-
-

-
-

-

成
果
数
値

-
-

-
-

5

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

-
-

2
2

0

成
果
数
値

-
-

2
2

0

数
値
目
標

-
-

-
-

-

成
果
数
値

-
-

-
-

-

数
値
目
標

成
果
数
値

3 20 5

-
20

採
用
し
た
協
力
隊
員
は
活
動
期
間
中
に
習
得
し
た
農
業
技
術
、
知
識
や
地
域
農
業
者
と
の
繋
が
り
の
も
と
、
地

域
の
担
い
手
と
な
る
新
規
就
農
者
と
し
て
、
定
着
の
目
途
が
立
っ
て
い
る
。

・
就
農
後
は
、
地
域
の
中
心
的
経
営
体
と
な
る
認
定
新
規
就
農
者
に
な
れ
る
よ
う
青
年
等
就
農
計
画
の
作
成
等

の
支
援
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

「
半

農
半

公
」

職
員

数
（

採
用

数
）

「
半

農
半

公
」

職
員

就
農

者
数

人
/年

人
/年

2
木
質

バ
イ

オ
マ

ス
搬
出

支
援

事
業

①
原

木
の

集
荷

量

② ③ ④

t/
年

15
,4
00

事
業

名

事
業

に
お

け
る

重
要

業
績

評
価

指
標

（
K
P
I
）

3
認
定

新
規

就
農

者
等
支

援
事

業

丹
波
市
地
域
新
ｴﾈ
ﾙｷ
ﾞｰ
ﾋﾞ
ｼﾞ
ｮﾝ
に
基
づ
き
設
立
し
た
中
間
支
援
組
織
で
あ
る
NP
O法

人
丹
波
ｸﾞ
ﾘｰ
ﾝﾊ
ﾟｰ
ﾄﾅ
ｰが

作
り
上
げ
た
「
木
の
駅
ﾌﾟ
ﾛｼ
ﾞｪ
ｸﾄ
」
は
、
市
内
全
域
に
浸
透
し
つ
つ
あ
り
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
事
業
の
成
果
と

し
て
捉
え
て
い
る
。

　
市
と
し
て
は
、
「
木
の
駅
ﾌﾟ
ﾛｼ
ﾞｪ
ｸﾄ
」
の
広
が
り
を
さ
ら
に
拡
充
さ
せ
、
集
ま
っ
た
材
を
薪
だ
け
で
な
く
、

燃
料
チ
ッ
プ
へ
の
転
換
も
考
慮
し
た
木
質
ﾊﾞ
ｲｵ
ﾏｽ
ｴﾈ
ﾙｷ
ﾞｰ
と
し
て
、
地
域
に
循
環
さ
せ
る
仕
組
み
を
一
層
充
実

さ
せ
る
と
と
も
に
、
脱
化
石
燃
料
の
取
組
が
Ｃ
Ｏ
2の

削
減
に
つ
な
が
り
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
事
業
の
推
進

に
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
。
よ
っ
て
、
本
取
組
に
お
い
て
関
係
・
連
携
が
求
め
ら
れ
る
、
各
組
織
の
役
割
を

確
認
す
る
と
と
も
に
、
NP
O法

人
丹
波
ｸﾞ
ﾘｰ
ﾝﾊ
ﾟｰ
ﾄﾅ
ｰ及

び
丹
波
市
木
の
駅
実
行
委
員
会
を
中
心
と
し
た
実
稼
働

組
織
と
の
連
携
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
密
に
し
、
丹
波
市
に
お
け
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
の
取
組
を
進
め
て
い

く
。

②
薪

ス
ト

ー
ブ

、
ボ

イ
ラ

ー
の

設
置

補
助

件
数

件
35

③
原

木
の

集
荷

量
ｔ
/年

30
0

④

△ △

進
捗

管
理

シ
ー

ト
N
o
.

第
１
期
全
体
に
お
け
る
効
果
・
検
証
及
び
課
題

担
当
課

③①

4
丹
波

市
版

「
半

農
半
公

」
事

業
②

第
１
期
全
体
に

お
け
る
達
成
度

◎○ ◎○◎

進
捗

管
理

シ
ー

ト
N
o
.

事
業
名

事
業

に
お

け
る

重
要

業
績

評
価

指
標

（
KP
I）

指
標

名
単
位

中
間

KP
I

第
１

期
全

体
に

お
け

る
達

成
度

①
木

の
駅

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
参

加
し

た
新

規
兼

業
農

林
家

数
人

10
0

○

1
木
の

駅
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

項
目

担
当

課

チ
ッ
プ
用
材
へ
の
支
援
（
㈱
バ
イ
オ
マ
ス
た
ん
ば
）

前
述
の
と
お
り
、
支
援
施
策
廃
止
に
伴
う
経
営
状
況
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
事
業
体
自
身
の
経

営
安
定
化
に
向
け
た
取
組
に
対
し
、
指
導
・
助
言
で
き
る
関
係
性
を
保
持
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

薪
用
材
へ
の
支
援
（
NP
O丹

波
ｸﾞ
ﾘｰ
ﾝﾊ
ﾟｰ
ﾄﾅ
ｰ）

木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
所
管
課
で
あ
る
環
境
課
は
、
昨
年
度
の
集
荷
量
下
落
及
び
こ
れ
ま
で
目
標
値
に

未
達
と
な
っ
て
い
る
原
因
の
分
析
に
加
え
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
拡
充
を
目
指
す
取
組
の
具
体
性
を
よ
り
明

確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
農
林
整
備
課
は
、
自
治
会
等
集
荷
組
織
の
活
動
内
容
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
や
課
題

等
の
精
査
を
も
っ
て
、
活
動
組
織
が
よ
り
取
組
や
す
い
支
援
内
容
等
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

指
標

名
単

位
中

間
K
P
I

人
/年

人
/年

第
１

期
全

体
に

お
け

る
効

果
・

検
証

及
び

課
題

新
規
就
農
希
望
者
か
ら
の
相
談
・
支
援
に
つ
い
て
は
、
県
・
市
・
JA
で
構
成
す
る
「
丹
波
地
域
就
農
支
援
セ
ン

タ
ー
」
の
情
報
を
共
有
し
、
就
農
希
望
者
が
目
指
す
農
業
を
実
現
す
る
た
め
の
相
談
体
制
の
充
実
を
図
る
こ
と

で
就
農
に
繋
が
る
一
定
の
効
果
が
出
て
い
る
。
ま
た
、
独
立
就
農
者
に
は
、
認
定
新
規
就
農
者
に
到
達
で
き
る

よ
う
青
年
等
就
農
計
画
の
支
援
を
行
い
、
国
の
次
世
代
人
材
投
資
資
金
が
受
給
で
き
る
体
制
を
整
え
、
経
営
基

盤
の
強
化
に
努
め
て
い
る
。
併
せ
て
、
地
域
農
業
者
と
繋
が
り
が
も
て
る
よ
う
若
手
農
業
者
の
会
等
の
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
る
。

・
令
和
元
年
度
か
ら
、
農
業
次
世
代
人
材
投
資
資
金
（
経
営
開
始
型
）
の
交
付
要
件
が
厳
し
く
な
り
、
認
定
新

規
就
農
者
の
中
で
経
営
確
立
を
支
援
す
る
経
営
開
始
型
の
交
付
を
受
け
ら
れ
な
い
者
も
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る

た
め
、
そ
の
他
の
支
援
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

① ② ③ ④

認
定

新
規

就
農

者
数

（
新

規
計

画
認

定
分

）

丹
波

地
域

就
農

支
援

セ
ン

タ
ー

相
談

者
数

丹
波

地
域

就
農

支
援

セ
ン

タ
ー

相
談

を
行

っ
た

者
の

内
、

就
農

し
た

人
数

（
45

歳
未

満
）

項
目

人
/年

20



目
標

値
基

準
年

（
平

成
3
1
年

度
）

平
成

2
6
年

度
平

成
2
7
年

度
平

成
2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度

数
値
目
標

-
-

-
-

-

成
果
数
値

-
-

-
-

-

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

-
-

-
-

48

成
果
数
値

-
-

-
46

34

数
値
目
標

-
-

-
-

22

成
果
数
値

-
-

-
21

27

数
値
目
標

-
-

-
-

55
0

成
果
数
値

-
-

-
43
3

38
3

数
値
目
標

成
果
数
値

1-
1-

(3
)農

産
物

の
ブ

ラ
ン

ド
化

目
標

値
基

準
年

（
平

成
3
1
年

度
）

平
成

2
6
年

度
平

成
2
7
年

度
平

成
2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度

数
値
目
標

-
10
2

10
4

10
6

10
8

成
果
数
値

10
2.
1

10
2.
2

10
3

10
5

10
7

数
値
目
標

-
-

-
-

-

成
果
数
値

-
-

-
-

12

数
値
目
標

-
30
0

32
0

33
0

34
0

成
果
数
値

29
4.
4

30
3

32
2

30
3

29
0

数
値
目
標

-
-

-
-

-

成
果
数
値

-
-

-
-

5

数
値
目
標

-
-

-
-

5

成
果
数
値

-
-

-
-

3

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

-
-

-
-

-

成
果
数
値

-
-

-
-

17
7

数
値
目
標

-
-

-
-

-

成
果
数
値

-
-

-
-

70
2

数
値
目
標

成
果
数
値

6

既
に
輸
出
を
し
て
い
る
事
業
者
に
対
し
て
は
、
輸
出
量
を
伸
ば
し
て
い
く
た
め
に
は
供
給
体
制
の
充
実
が
必
要

で
あ
る
。

新
た
に
輸
出
を
目
指
す
事
業
者
に
対
し
て
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
相
談
で
き
る
支
援
や
リ
ス
ク
が
少
な
い
小

ロ
ッ
ト
で
の
輸
出
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

△
5

補
助

を
活

用
し

た
海

外
輸

出
事

業
者

及
び

輸
出

を
目

指
す

事
業

者
数

事
業

者
/
年

△◎△

55
0

25

③
丹

波
大

納
言

小
豆

の
作

付
面

積
h
a
/
年

①
丹

波
栗

の
作

付
面

積
h
a
/
年

件
/
年

丹
波

栗
の

生
産

に
対

す
る

機
械

補
助

活
用

件
数

②

○
34
0

頭
/年

法
人
/累

計

人
/
累

計

シ
カ

捕
獲

頭
数

（
有

害
期

間
）

認
定

農
業

者
法

人
化

数

女
性

農
業

者
組

織
へ

の
加

入
者

④③②①
50

未
来

に
向

け
た

農
業
者

活
躍

応
援

事
業
（

女
性

農
業

者
支
援

・
認

定
農

業
者
法

人
化

事
業

・
鳥
獣

被
害

防
止

総
合
対

策
事

業

④③②

就
農

研
修

施
設

入
学

者
数

平
成
31
年
４
月
の
開
校
準
備
と
し
て
、
校
舎
の
改
修
及
び
研
修
ほ
場
の
整
備
を
実
施
し
た
。
受
講
生
募
集
に
つ

い
て
は
、
農
業
フ
ェ
ア
等
の
出
展
や
都
市
部
で
の
受
講
説
明
会
及
び
現
地
見
学
会
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と

で
第
1期

受
講
生
の
確
保
に
繋
が
っ
た
。

受
講
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
栽
培
技
術
や
農
業
経
営
に
加
え
て
丹
波
市
の
農
業
の
担
い
手
を
育
成
し
地

域
と
繋
が
り
の
あ
る
運
営
を
す
る
た
め
、
地
域
マ
ス
タ
ー
農
家
で
の
特
産
物
栽
培
や
地
域
の
な
り
わ
い
講
座
を

取
り
入
れ
た
構
成
と
し
て
い
る
。

受
講
生
が
研
修
し
や
す
い
環
境
を
提
供
す
る
た
め
、
県
の
研
修
機
関
の
認
定
及
び
家
賃
助
成
等
の
支
援
策
の
整

備
を
行
っ
た
。

研
修
終
了
後
に
就
農
で
き
る
よ
う
関
係
機
関
等
と
連
携
し
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
。

-
15

担
当
課

①
人
/年

単
位

9
環
境

創
造

型
農

業
の
推

進

進
捗

管
理

シ
ー

ト
N
o
.

事
業
名

6 7

特
産

物
生

産
拡

大
事
業

（
栗

の
生

産
量
拡

大
支

援
・

小
豆
の

高
収

穫
技

術
研
修

支
援

・
特

産
物
振

興
交

付
金

）

8
海
外

輸
出

支
援

事
業

5
「
農

の
学

校
」

開
設
事

業

②

進
捗

管
理

シ
ー

ト
N
o
.

事
業
名

事
業

に
お

け
る

重
要

業
績

評
価

指
標

（
KP
I）

指
標

名

担
当
課

運
営
協
議
会
を
開
催
し
、
広
域
的
に
良
質
な
堆
肥
の
散
布
を
実
施
す
る
た
め
、
施
設
等
を
整
備
し
て
い
く
方
向

で
了
解
を
得
た
。

良
質
的
な
堆
肥
を
生
産
す
る
た
め
、
先
進
地
視
察
を
行
っ
た
。

市
島
有
機
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
地
元
に
対
し
、
堆
肥
を
保
管
す
る
施
設
（
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
）
の
整
備
に
つ
い

て
、
説
明
会
を
開
催
し
た
。

女
性
農
業
者
の
活
躍
を
推
進
す
る
た
め
、
幅
広
い
女
性
農
業
者
を
結
び
付
け
る
組
織
の
設
立
に
向
け
た
農
業
女

子
リ
ン
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い
る
。
組
織
設
立
後
は
、
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
事
業
を
展
開
し
、
個
々
を

繋
げ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
。

認
定
農
業
者
法
人
化
数
の
増
加
は
、
各
種
支
援
事
業
を
活
用
し
た
推
進
に
よ
り
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
。
今
後

も
、
認
定
農
業
者
の
経
営
基
盤
強
化
や
安
定
し
た
事
業
承
継
の
た
め
、
法
人
化
促
進
の
支
援
は
必
要
で
あ
る
。

課
題
と
し
て
は
捕
獲
頭
数
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
効
率
的
な
捕
獲
方
法
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
課
題
と
し

て
、
ワ
ナ
を
中
心
と
し
た
有
害
捕
獲
の
み
で
は
な
く
、
防
護
柵
の
機
能
維
持
や
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
の
整
備

等
、
獣
害
対
応
策
を
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

丹
波
栗
の
作
付
面
積
は
大
規
模
作
付
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
概
ね
達
成
し
た
。

丹
波
大
納
言
小
豆
は
収
穫
量
が
減
少
す
れ
ば
、
作
付
面
積
が
減
少
す
る
傾
向
が
あ
り
、
近
年
、
病
気
・
自
然
災

害
に
よ
り
収
穫
量
が
悪
化
し
て
、
作
付
面
積
が
目
標
に
達
し
て
い
な
い
。
単
収
を
向
上
さ
せ
、
農
家
に
儲
け
る

品
目
と
し
て
栽
培
し
て
も
ら
え
る
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

丹
波
栗
・
丹
波
大
納
言
小
豆
の
生
産
に
対
す
る
機
械
補
助
活
用
件
数
に
つ
い
て
は
、
生
産
者
か
ら
多
く
の
要
望

が
あ
り
、
概
ね
達
成
し
た
。

第
１
期
全
体
に
お
け
る
効
果
・
検
証
及
び
課
題

○ ○

①
堆

肥
散

布
利

用
件

数
件

/
年

20
0

②
堆

肥
散

布
量

台
/
年

85
0

③

第
１

期
全

体
に

お
け

る
達

成
度

事
業

に
お

け
る

重
要

業
績

評
価

指
標

（
KP
I）

指
標

名
単
位

中
間

KP
I

○ ◎

11
0 8

④
丹

波
大

納
言

小
豆

の
生

産
に

対
す

る
機

械
補

助
活

用
件

数
件

/
年

◎

①

項
目

項
目

中
間

KP
I

第
１

期
全

体
に

お
け

る
達

成
度

第
１
期
全
体
に
お
け
る
効
果
・
検
証
及
び
課
題

21



1-
2　

多
様

な
働

き
方

を
支

え
る

仕
組

み
づ

く
り

と
し

ご
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ
の
推
進

1-
2-

(1
)人

材
と

し
ご

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
の

推
進

目
標

値
基

準
年

（
平

成
3
1
年

度
）

平
成

2
6
年

度
平

成
2
7
年

度
平

成
2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度

数
値
目
標

-
7

7
7

7

成
果
数
値

7
12

14
11

21

数
値
目
標

-
4

4
4

4

成
果
数
値

2
1

3
8

数
値
目
標

-
25
5

1,
40
0

1,
40
0

1,
40
0

成
果
数
値

24
1

68
6

1,
35
9

1,
50
5

2,
35
5

数
値
目
標

-
-

2
2

2

成
果
数
値

-
-

0
4

5

数
値
目
標

-
-

-
3

7

成
果
数
値

-
-

-
3

3

数
値
目
標

-
-

-
7

12

成
果
数
値

-
-

-
17

17

数
値
目
標

-
-

-
-

10

成
果
数
値

-
-

-
-

0

数
値
目
標

成
果
数
値

1-
2-

(2
)雇

用
促

進
・

企
業

誘
致

目
標

値
基

準
年

（
平

成
3
1
年

度
）

平
成

2
6
年

度
平

成
2
7
年

度
平

成
2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度

数
値
目
標

-
10

10
10

10

成
果
数
値

0
3

10
9

2

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

-
15
0

15
0

15
0

15
0

成
果
数
値

94
10
1

10
4

12
7

16
3

数
値
目
標

-
40

40
40

40

成
果
数
値

26
29

25
27

22

数
値
目
標

-
40

75
75

75

成
果
数
値

26
23

39
37

49

数
値
目
標

-
27
0

28
0

28
0

29
5

成
果
数
値

27
2

27
4

31
2

32
3

33
8

数
値
目
標

-
-

-
-

-

成
果
数
値

-
-

-
-

21
.2

③
教

育
訓

練
等

を
実

施
し

た
事

業
者

数
（

女
性

従
業

員
教

育
訓

練
）

社
/年

④
教

育
訓

練
等

を
実

施
し

た
事

業
者

数
（

健
康

診
断

）
社

/年

⑤
「

年
齢

や
性

別
を

問
わ

ず
、

働
き

や
す

い
環

境
が

整
っ

て
い

る
と

思
う

」
市

民
の

割
合

％

③

中
間

KP
I

進
捗

管
理

シ
ー

ト
N
o
.

事
業
名

事
業

に
お

け
る

重
要

業
績

評
価

指
標

（
KP
I）

指
標

名
単
位

中
間

KP
I

第
１

期
全

体
に

お
け

る
達

成
度

11

福
祉
等
人
材
確
保
事

業
（
福
祉
人
材
確
保

奨
学
金
返
還
支
援
補

助
金
・
福
祉
人
材
確

保
家
賃
補
助
事
業
・

女
性
有
資
格
者
福
祉

人
材
支
援
事
業
・
福

祉
施
策
P
R 

等
事
業
）

件
/年

②

第
１
期
全
体
に
お
け
る
効
果
・
検
証
及
び
課
題

担
当
課

第
１
期
全
体
に
お
け
る
効
果
・
検
証
及
び
課
題

担
当
課

事
業
の
開
始
年
度
は
、
制
度
周
知
が
十
分
に
で
き
て
い
な
い
た
め
成
果
が
出
に
く
い
。
し
か
し
、
関
係
課
や
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
、
市
内
協
力
事
業
者
で
あ
る
社
会
福
祉
法
人
と
連
携
し
就
職
相
談
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
翌

年
度
か
ら
の
就
職
や
制
度
利
用
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
利
用
し
て
市
内
外
へ
の
制

度
周
知
を
図
り
福
祉
人
材
の
確
保
に
努
め
る
。

市
内

協
力

福
祉

事
業

所
数

か
所

②
相

談
窓

口
を

利
用

し
て

移
住

し
た

世
帯

数
（

田
舎

暮
ら

し
の

し
た

い
定

年
層

）

③
福

祉
人

材
確

保
家

賃
補

助
活

用
件

数
件
/年

④

○ ◎ ◎ △ ◎ △

10 18 5

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

相
談

件
数

件
/年

④
仕

事
情

報
サ

イ
ト

を
活

用
し

た
就

職
者

数
人
/年

①
登

録
者

就
職

数

10
人
材

と
し

ご
と

の
マ
ッ

チ
ン

グ
の

推
進

移
住
希
望
者
に
と
っ
て
、
移
住
先
の
仕
事
情
報
は
、
住
ま
い
情
報
と
同
様
に
重
要
な
項
目
と
な
る
た
め
、
有
益

な
情
報
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
た
ん
ば
の
仕
事
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
柏
原
と
連
携

し
、
就
職
相
談
と
移
住
（
住
ま
い
）
相
談
を
一
緒
に
受
け
付
け
る
相
談
会
等
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
移
住

者
希
望
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

7 4

1,
40
0

2

第
１

期
全

体
に

お
け

る
達

成
度

進
捗

管
理

シ
ー

ト
N
o
.

事
業
名

事
業

に
お

け
る

重
要

業
績

評
価

指
標

（
KP
I）

指
標

名
単
位

企
業
は
働
き
方
改
革
、
生
産
性
向
上
と
受
注
増
加
に
同
時
対
応
す
る
た
め
に
も
、
人
材
確
保
を
図
り
た
い
の
が

現
状
。
人
手
不
足
感
が
顕
著
な
こ
こ
数
年
の
状
況
下
に
お
い
て
は
、
企
業
自
ら
人
材
確
保
へ
の
取
り
組
み
を
後

押
し
す
る
支
援
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

①
教

育
訓

練
等

を
実

施
し

た
事

業
者

数
（

教
育

訓
練

）
社

/年

②
教

育
訓

練
等

を
実

施
し

た
事

業
者

数
（

社
内

研
修

）
社

/年

13
雇
用

対
策

補
助

事
業

従
業
員
の
技
能
向
上
や
研
修
、
健
康
診
断
な
ど
の
費
用
に
対
す
る
補
助
に
つ
い
て
は
、
活
用
さ
れ
る
事
業
所
も

多
く
、
安
定
し
た
雇
用
維
持
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
な
ど
働
き
方
改
革
を
推
進
さ
せ
る
支
援
の
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。

○ △ △ ◎ ◎

①
新

規
雇

用
者

人
/年

10
△

②①
相

談
窓

口
を

利
用

し
て

移
住

し
た

世
帯

数
（

フ
ァ

ミ
リ

ー
層

）
世

帯
/年

◎

項
目

項
目

世
帯
/年

15
0

40 75 31
0

20

12
雇
用

奨
励

金
事

業

22



目
標

値
基

準
年

（
平

成
3
1
年

度
）

平
成

2
6
年

度
平

成
2
7
年

度
平

成
2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度

数
値
目
標

-
-

60
60

80

成
果
数
値

58
74

81
82

97

数
値
目
標

-
-

18
0

18
0

21
0

成
果
数
値

15
9

21
8

21
3

22
2

20
0

数
値
目
標

-
-

20
0

20
0

20
0

成
果
数
値

15
2

18
4

71
51

71

数
値
目
標

-
-

-
-

30

成
果
数
値

-
-

-
-

19

数
値
目
標

-
-

-
5

5

成
果
数
値

9
7

6
5

8

数
値
目
標

-
-

11
0

11
0

11
0

成
果
数
値

91
82

87
81

80

数
値
目
標

-
10
0

10
0

10
0

10
0

成
果
数
値

41
38

49
44

35

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

-
2

2
2

2

成
果
数
値

3
3

1
3

3

数
値
目
標

-
-

-
-

-

成
果
数
値

-
-

-
-

10

数
値
目
標

成
果
数
値

1-
2-

(3
)大

学
と

連
携

し
た

人
材

発
掘

目
標

値
基

準
年

（
平

成
3
1
年

度
）

平
成

2
6
年

度
平

成
2
7
年

度
平

成
2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度

数
値
目
標

-
40

40
40

40

成
果
数
値

4
8

10
8

5

数
値
目
標

-
-

-
7

7

成
果
数
値

-
-

-
0

3

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

-
30

30
30

30

成
果
数
値

10
3

1
0

0

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

成
果
数
値

18
イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ
助

成
事

業

①
市

内
企

業
で

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
実

施
し

た
学

生
数

人
/年

② ③

進
捗

管
理

シ
ー

ト
N
o
.

事
業
名

事
業

に
お

け
る

重
要

業
績

評
価

指
標

（
KP
I）

指
標

名
単
位

中
間

KP
I

第
１

期
全

体
に

お
け

る
達

成
度

③

17
大
学

就
職

支
援

連
携
協

定
②

就
職

連
携

協
定

大
学

か
ら

福
祉

事
業

所
等

に
就

職
し

た
人

数
（

加
算

金
対

象
）

人
/年

16
企
業

立
地

奨
励

補
助
金

事
業

合
同

就
職

フ
ェ

ア
へ

の
本

市
出

身
の

参
加

者
数

人
/年

③ ①
企

業
誘

致
件

数
件

/年

15
新
卒

者
の

地
元

就
職
支

援
事

業
・

合
同
就

職
フ

ェ
ア

①

市
内
製
造
業
の
増
設
に
伴
う
用
地
需
要
、
新
規
立
地
候
補
製
造
業
の
工
場
用
地
需
要
に
応
え
ら
れ
る
市
内
用
地

が
限
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
充
足
で
き
る
求
人
数
も
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
働
き
方
改
革
な
ど
の
雇

用
労
働
施
策
、
生
産
性
向
上
策
な
ど
と
合
わ
せ
て
企
業
立
地
施
策
を
講
じ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
１
期
全
体
に
お
け
る
効
果
・
検
証
及
び
課
題

担
当
課

各
種
補
助
制
度
を
活
用
さ
れ
る
事
業
所
件
数
は
、
年
度
ご
と
の
目
標
数
値
を
概
ね
達
成
す
る
利
用
が
あ
る
な

ど
、
地
域
経
済
活
動
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。

・
効
率
的
、
効
果
的
な
施
策
を
展
開
す
る
た
め
に
も
、
各
施
策
を
整
理
し
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
施
策
展
開
が
必

要 地
元
高
校
生
、
ま
た
地
元
出
身
の
大
学
生
、
そ
し
て
Ｕ
･Ｉ

･Ｊ
タ
ー
ン
者
の
人
材
確
保
は
今
後
も
極
め
て
重
要

で
あ
る
。
地
元
高
校
、
就
職
支
援
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
大
学
や
近
隣
大
学
と
の
情
報
共
有
を
強
化
し
、

地
元
企
業
の
情
報
が
当
事
者
、
保
護
者
、
進
路
指
導
教
諭
に
十
分
提
供
で
き
る
方
法
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。

企
業
側
、
大
学
側
と
も
制
度
上
の
登
録
は
あ
る
が
、
現
在
の
雇
用
情
勢
で
は
大
学
側
に
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
た
め

か
有
効
活
用
が
で
き
て
い
な
い
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
就
職
活
動
に
お
い
て
重
要
な
位
置
づ
け
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
内
企
業
の
受
け

入
れ
情
報
を
広
く
周
知
す
る
た
め
、
県
等
の
施
策
と
協
調
す
る
な
ど
し
て
効
果
的
実
施
方
法
を
再
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

市
内
企
業
の
特
徴
や
強
み
だ
け
で
な
く
労
働
条
件
や
職
場
環
境
の
魅
力
を
き
め
細
か
に
発
信
す
る
。

ま
た
、
就
職
支
援
連
携
協
定
の
相
手
方
大
学
を
３
校
か
ら
幅
を
広
げ
、
人
材
不
足
感
が
著
し
い
福
祉
分
野
な
ど

協
定
締
結
の
相
手
方
を
増
や
す
こ
と
も
検
討
し
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
に
よ
る
効
果
的
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

補
助

金
を

活
用

し
て

H
P 

を
作

成
し

た
件

数
件

/年

⑤
地

域
資

源
を

活
用

し
た

商
品

開
発

件
数

件
/年

14

中
小
企
業
支
援
事
業

（
・
丹
波
市
制
度
融

資
・
設
備
投
資
支
援

事
業
・
地
域
資
源
活

用
促
進
事
業
・
商
工

業
地
域
活
性
化
事

業
・
商
工
会
事
業
補

助
・
経
営
支
援
シ
ス

テ
ム
構
築
事
業
・
中

小
企
業
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
作
成
支
援
・
地
域

資
源
活
用
促
進
等
事

業
）

①
新

規
開

業
者

数
（

新
規

加
入

会
員

数
）

件
/年

②
設

備
投

資
支

援
事

業
補

助
金

件
数

件
/年

③
中

小
企

業
制

度
融

資
利

用
件

数

◎

①
協

定
大

学
か

ら
の

新
卒

就
職

者
数

（
市

内
事

業
所

）
名

/年

②
企

業
誘

致
に

よ
る

雇
用

増
加

数
人

/年

③

△ △ △
3040 730 10 11
0

10
0 2

◎ ◎ △ △ ◎

新
卒

就
職

者
数

人
/年

②

◎△ △

件
/年

④

項
目

80 21
0

20
0

10

進
捗

管
理

シ
ー

ト
N
o
.

事
業
名

事
業

に
お

け
る

重
要

業
績

評
価

指
標

（
KP
I）

担
当
課

指
標

名
単
位

項
目

中
間

KP
I

第
１

期
全

体
に

お
け

る
達

成
度

第
１
期
全
体
に
お
け
る
効
果
・
検
証
及
び
課
題

23



1-
3　

若
者

が
ス

モ
ー

ル
ビ

ジ
ネ

ス
に

挑
戦

で
き

る
環

境
づ

く
り

1-
3-

(1
)チ

ャ
レ

ン
ジ

が
生

ま
れ

る
環

境
づ

く
り

目
標

値
基

準
年

（
平

成
3
1
年

度
）

平
成

2
6
年

度
平

成
2
7
年

度
平

成
2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度

数
値
目
標

-
20

20
20

20

成
果
数
値

18
13

14
28

15

数
値
目
標

-
25

90
90

95

成
果
数
値

90
86

10
1

84
82

数
値
目
標

-
-

-
-

-

成
果
数
値

-
-

-
-

6

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

-
-

2
2

2

成
果
数
値

2
1

0
2

2

数
値
目
標

-
-

-
-

-

成
果
数
値

-
-

-
-

1,
85
0

数
値
目
標

-
-

-
-

-

成
果
数
値

-
-

-
-

1,
51
6

数
値
目
標

成
果
数
値

1-
3-

(2
)起

業
者

支
援

目
標

値
基

準
年

（
平

成
3
1
年

度
）

平
成

2
6
年

度
平

成
2
7
年

度
平

成
2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度

数
値
目
標

-
5

5
5

5

成
果
数
値

8
1

3
9

3

数
値
目
標

-
-

-
-

-

成
果
数
値

-
-

-
-

6

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

-
3

3
3

3

成
果
数
値

1
1

1
1

2

数
値
目
標

成
果
数
値

◎
1
9

○
1
4

△
1
9

-
2 5
4

未
達

成
(
8
0
％

未
満

)
実

績
値

な
し

合
　

計達
成

度
達

成
（

目
標

値
以

上
）

概
ね

達
成

(
目

標
値

の
8
0
％

以
上

1
0
0
％

未
満

)

22
Ｉ
Ｔ

関
連

事
業

所
振
興

支
援

事
業

補
助
金

事
業

進
捗

管
理

シ
ー

ト
N
o
.

事
業
名

事
業

に
お

け
る

重
要

業
績

評
価

指
標

（
KP
I）

指
標

名
単
位

△

中
間

KP
I

第
１

期
全

体
に

お
け

る
達

成
度

20
第
２

期
丹

波
市

中
心
市

街
地

活
性

化
基
本

計
画

19

丹
波

市
創

業
支

援
事
業

（
た

ん
ば

チ
ャ

レ
ン

ジ
カ

フ
ェ

の
運

営
）

①
チ

ャ
レ

ン
ジ

カ
フ

ェ
を

通
じ

た
新

規
起

業
件

数
件

/年

②
チ

ャ
レ

ン
ジ

カ
フ

ェ
登

録
者

数
人

/年

○ ○ △

第
１

期
全

体
に

お
け

る
達

成
度

進
捗

管
理

シ
ー

ト
N
o
.

事
業
名

事
業

に
お

け
る

重
要

業
績

評
価

指
標

（
KP
I）

指
標

名
単
位

中
間

KP
I

第
１
期
全
体
に
お
け
る
効
果
・
検
証
及
び
課
題

担
当
課

第
２
期
計
画
に
基
づ
く
活
性
化
事
業
を
通
じ
て
、
新
規
起
業
数
が
H2
7～

H3
0ま

で
４
ヶ
年
の
数
値
目
標
の
６
店

舗
に
対
し
て
、
５
店
舗
の
新
規
起
業
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

た
ん
ば
黎
明
館
と
そ
の
周
辺
に
お
け
る
句
碑
広
場
、
中
島
大
祥
堂
等
、
（
株
）
ま
ち
づ
く
り
柏
原
が
主
体
と

な
っ
た
公
民
協
働
に
よ
る
、
ス
ト
ッ
ク
活
用
に
よ
る
施
設
整
備
と
運
用
に
よ
り
、
ま
ち
の
回
遊
性
を
生
み
出
し

つ
つ
あ
り
、
集
客
機
能
の
強
化
が
図
れ
た
。

第
２
期
計
画
終
了
後
を
見
据
え
た
㈱
ま
ち
づ
く
り
柏
原
へ
の
自
立
運
営
に
向
け
た
支
援
の
あ
り
方
や
市
の
役
割

に
つ
い
て
検
討
が
必
要

第
１
期
全
体
に
お
け
る
効
果
・
検
証
及
び
課
題

担
当
課

チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
を
通
じ
た
新
規
起
業
件
数
は
、
H2
7～

H3
0ま

で
４
ヶ
年
の
数
値
目
標
の
80
件
に
対
し
て
、

70
件
の
創
業
と
な
り
数
値
目
標
を
概
ね
達
成
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

新
規
起
業
者
が
創
業
後
、
安
定
的
に
事
業
を
継
続
し
て
い
け
る
よ
う
市
と
商
工
会
が
連
携
し
な
が
ら
支
援
内
容

の
充
実
や
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。

②
中

心
市

街
地

の
居

住
人

口
人

/年

中
心

市
街

地
に

お
け

る
歩

行
者

・
自

転
車

通
行

量
人

/日

人
/年

④

20 10
0

20
③

チ
ャ

レ
ン

ジ
カ

フ
ェ

を
通

じ
た

起
業

に
よ

る
雇

用
増

加
数

○ ○ ◎

21
新
規

起
業

者
支

援
事
業

補
助

金
事

業

○ ◎

2

1,
90
0

1,
34
8

5 5

①
中

心
市

街
地

新
規

起
業

者
数

件
/年

③ ②
起

業
初

年
度

に
補

助
金

を
活

用
し

た
新

規
起

業
に

よ
る

雇
用

増
加

数
人

/年

③④

初
期
投
資
支
援
は
、
H2
7～

H3
0ま

で
４
ヶ
年
の
数
値
目
標
の
20
件
に
対
し
て
、
16
件
の
創
業
と
な
り
数
値
目
標

を
概
ね
達
成
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

新
規
起
業
者
が
創
業
後
、
安
定
的
に
事
業
を
継
続
し
て
い
け
る
よ
う
な
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

県
内
で
も
他
市
町
を
凌
ぐ
開
業
数
で
あ
り
、
移
住
定
住
の
面
で
も
成
果
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
る
が
、
今
後
は

県
の
積
極
策
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
各
事
業
者
の
情
報
発
信
力
や
カ
リ
ス
マ
性
を
発
揮
で
き
る
環
境
の
整
備
を

推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
ひ
と
が
ひ
と
を
呼
ぶ
状
況
と
な
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

①
新

規
開

設
事

業
者

数
件

/年

②①
起

業
初

年
度

に
補

助
金

を
活

用
し

た
新

規
起

業
件

数
件

/年

項
目

項
目

3

24



基
本
目
標

２
　

交
流

人
口

を
増

や
す

2-
1　

地
域

資
源

を
活

か
し

た
交

流
施

策
の

展
開

2-
1-

(1
)地

域
資

源
を

活
か

し
た

シ
テ

ィ
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

の
展

開

目
標

値
基

準
年

（
平

成
3
1
年

度
）

平
成

2
6
年

度
平

成
2
7
年

度
平
成
28
年
度

平
成
29
年
度

平
成
30
年
度

数
値
目
標

-
2,
16
7

2,
20
0

2,
23
3

2,
26
6

成
果
数
値

1,
99
8

2,
10
9

2,
07
9

2,
18
4

2,
26
0

数
値
目
標

-
-

-
50

55

成
果
数
値

-
-

-
46
.1

46
.9

数
値
目
標

-
-

-
30

40

成
果
数
値

-
-

-
5

19

数
値
目
標

-
-

-
6

15

成
果
数
値

-
-

-
6

18

数
値
目
標

-
-

-
10
0

18
0

成
果
数
値

-
-

-
60

13
1

数
値
目
標

-
-

-
70

15
0

成
果
数
値

-
-

-
21

14
8

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

-
-

-
-

10
0

成
果
数
値

-
-

-
-

39
3

数
値
目
標

-
-

-
-

20
0

成
果
数
値

-
-

-
-

72
0

数
値
目
標

-
-

-
-

-

成
果
数
値

-
-

-
-

44

数
値
目
標

-
-

-
-

10
0

成
果
数
値

-
-

-
-

56
3

数
値
目
標

-
-

-
1

2

成
果
数
値

-
-

-
1

2

数
値
目
標

-
-

-
3

3

成
果
数
値

-
-

-
1

2

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

2,
30
0

2,
16
7

2,
20
0

2,
23
3

2,
26
6

成
果
数
値

1,
99
8

2,
10
9

2,
07
9

2,
18
4

2,
26
0

数
値
目
標

成
果
数
値

進
捗

管
理

シ
ー

ト
N
o
.

事
業
名

事
業

に
お

け
る

重
要

業
績

評
価

指
標

（
KP
I）

指
標

名
単

位
中

間
KP
I

第
１

期
全

体
に

お
け

る
達

成
度

23
市
民

参
加

に
よ

る
シ
テ

ィ
プ

ロ
モ

ー
シ
ョ

ン
の

推
進

①
年

間
観

光
入

込
客

数
千

人
/
年

3,
00
0

○

②
「

地
域

（
ま

ち
）

の
た

め
に

活
動

し
た

い
、

働
き

た
い

と
思

う
」

市
民

の
割

合
％

55
○

③
ｼ
ﾃｨ

ﾌ
ﾟﾛ

ﾓｰ
ｼ
ｮﾝ

支
援

事
業

採
択

件
数

（
応

援
）

第
１
期
全
体
に
お
け
る
効
果
・
検
証
及
び
課
題

担
当
課

３
校
の
廃
校
の
う
ち
、
２
校
（
１
校
全
体
と
１
校
の
一
部
）
で
は
事
業
者
の
進
出
が
決
定
し
た
こ
と
で
、
地
域

活
性
化
に
一
定
の
効
果
が
出
た
と
考
え
て
い
る
。

残
り
の
１
校
は
、
地
理
的
要
件
（
降
雪
）
、
施
設
要
件
（
Ｒ
Ｃ
３
階
建
、
合
併
浄
化
槽
容
量
小
）
、
地
域
要
件

（
人
口
減
少
に
よ
る
労
働
力
の
確
保
困
難
）
等
に
よ
り
、
事
業
者
の
進
出
が
決
定
し
て
い
な
い
。
地
元
自
治
協

議
会
で
は
、
地
域
住
民
主
体
の
活
用
も
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
市
も
こ
れ
ま
で
の
取
組
だ
け
で
な
く
、
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
の
実
施
に
よ
り
民
間
意
向
を
確
認
す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

市
民
の
市
へ
の
関
心
を
高
め
、
愛
着
や
誇
り
を
一
層
高
め
る
取
組
が
行
え
た
。
今
後
は
ふ
る
さ
と
住
民
な
ど
の

関
係
人
口
を
交
流
人
口
に
つ
な
が
る
施
策
展
開
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

民
間
事
業
者
の
ア
イ
デ
ア
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
込
み
、
市
と
協
働
し
て
魅
力
発
信
や
地
域
経
済
の
活
性
に
取
り

組
む
手
法
は
、
高
齢
化
が
進
み
、
担
い
手
不
足
で
あ
る
本
市
に
と
っ
て
は
斬
新
で
積
極
性
の
あ
る
試
み
で
あ
っ

た
。
３
事
業
者
（
一
つ
は
廃
校
活
用
事
業
）
の
採
択
と
な
っ
た
が
、
市
担
当
や
地
域
、
市
民
の
協
働
先
と
の
連

携
方
策
に
難
し
い
面
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
者
が
強
み
を
生
か
し
て
自
立
的
、
継
続
的
に
事
業
を
行
っ

て
い
く
努
力
は
当
然
必
要
で
あ
る
が
、
市
及
び
市
民
団
体
等
と
い
か
に
連
携
し
て
、
事
業
者
の
ニ
ー
ズ
を
与
え

る
活
動
の
場
を
満
た
せ
る
か
と
い
う
点
も
重
要
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
市
民
が
地
域
内
の
魅
力
を
再
認
識
す
る
事
業
は
実
施
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
市
の
魅
力
を
市
外
に
向

け
て
発
信
す
る
と
い
う
観
点
は
新
た
な
取
組
で
あ
っ
た
た
め
、
補
助
制
度
で
試
行
錯
誤
す
る
点
も
あ
っ
た
が
、

市
民
自
ら
が
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
を
良
く
し
た
い
。
ま
ち
を
元
気
に
し
た
い
。
」
と
い
う
新
た
な
取
組
み
も
芽

生
え
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
資
金
面
や
人
材
不
足
な
ど
の
課
題
を
抱
え
る
団
体
も
多
く
、
今
後
も
市
民
自

ら
が
能
動
的
に
参
画
す
る
意
識
を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、
人
材
育
成
・
組
織
強
化
・
公
的
な
資
金
援
助
・
情
報

発
信
な
ど
継
続
的
な
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

件
/
累

計
44

△

④
ｼ
ﾃｨ

ﾌ
ﾟﾛ

ﾓｰ
ｼ
ｮﾝ

支
援

事
業

採
択

件
数

（
提

案
）

件
/
累

計
26

◎

24
全
国

公
募

に
よ

る
シ
テ

ィ
プ

ロ
モ

ー
シ
ョ

ン
の

推
進

①
宇

宙
教

室
参

加
組

数
組

/
累

計
21
0

△

②
ス

タ
デ

ィ
ツ

ア
ー

参
加

者
数

人
/
累

計
20
0

○

③

地
域

づ
く

り
活

動
（

景
観

維
持

活
動

や
地

域
の

行
事

）
に

参
加

し
た

ふ
る

さ
と

住
民

人
/年

40
◎

25

イ
メ

ー
ジ

ア
ッ

プ
に
よ

る
シ

テ
ィ

プ
ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

の
推
進

（
・

高
校

生
提
案

事
業

・
丹

波
市
市

民
憲

章
・

ふ
る
さ

と
住

民
登

録
制
度

・
丹

波
市

の
歌
制

定
事

業
）

④
丹

波
市

の
歌

歌
詞

公
募

作
品

数
作

品
10
0

◎

①
ふ

る
さ

と
住

民
登

録
者

数
人

/
累

計
40
0

○

②
ふ

る
さ

と
住

民
登

録
者

の
来

丹
者

数
（

延
べ

人
数

）
人
/年

80
0

○

③

26
廃
校

施
設

利
活

用
奨
励

補
助

金

①
利

活
用

し
た

廃
校

施
設

数
施

設
3

○

②
廃

校
利

活
用

事
業

者
数

事
業

者
4

△

③ ①
年

間
観

光
入

込
客

数
千

人
/
年

3,
00
0

△

②

項
目

27
観
光

ま
ち

づ
く

り
拠
点

整
備

（
観

光
DM
O推

進
事

業
）

丹
波
市
観
光
推
進
組
織
（
丹
波
市
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
の
組
織
や
事
業
内
容
に
つ
い
て
、
検
討
会
議
を
開
催
し
議
論
を

進
め
て
い
る
。
今
後
、
各
関
係
団
体
の
合
意
形
成
を
図
る
と
共
に
、
儲
か
る
仕
組
み
づ
く
り
や
事
業
の
核
と
な

る
観
光
推
進
組
織
（
丹
波
市
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
の
検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

25
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標
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年
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平

成
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1
年

度
）

平
成
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年

度
平

成
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7
年

度
平
成
28
年
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平
成
29
年
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平
成
30
年
度

数
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成
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目
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成
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24
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目
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-
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成
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成
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果
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-
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-
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28

観
光

イ
ン

フ
ラ

整
備
事

業
（

・
市

公
式
HP

多
言

語
化

事
業
・

公
衆

ト
イ

レ
洋
式

化
工

事
・

ウ
ッ

デ
ィ

プ
ラ

ザ
山
の

駅
改

修
事

業
・

観
光

イ
ン

フ
ラ
整

備
事

業
（
Wi

-F
i 

設
置
）

・
多

言
語

化
パ
ン

フ
レ

ッ
ト

）

①
年

間
観

光
入

込
客

数

②
公

衆
用

ト
イ

レ
洋

式
等

便
器

設
置

基
数

③
多

言
語

化
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
配

布
数

④
Ｗ

ｉ
－

Ｆ
ｉ

機
器

設
置

箇
所

3,
00
0

○

基
/
累

計

31
農
泊

推
進

対
策

事
業

①
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

参
加

者
数

名
/年

-
◎

部
/年

1,
50
0

◎

箇
所

/累
計

-
◎

千
人

/
年

35
9,
00
0

◎

千
円

/
年

32
3,
30
0

◎

⑦
春

日
観

光
案

内
所

窓
口

対
応

客
数

人
/年

31
,5
00

△

⑤
丹

波
お

ば
あ

ち
ゃ

ん
の

里
レ

ジ
通

過
客

数

⑥
丹

波
お

ば
あ

ち
ゃ

ん
の

里
売

上
高

人
/年

Wi
-F
I機

器
設
置
、
公
衆
便
所
の
一
定
の
洋
式
化
な
ど
、
観
光
イ
ン
フ
ラ
の
環
境
整
備
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
観
光
入
込
客
数
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。
今
後
も
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と
な
く
観
光
を
楽
し
め
る
事

業
の
取
組
み
と
合
わ
せ
、
丹
波
市
の
魅
力
を
発
信
し
続
け
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

29

丹
波
竜
活
用
事
業

（
・
丹
波
竜
化
石
工

房
夏
期
・
冬
季
特
別

展
・
小
学
校
「
竜

学
」
交
流
事
業
・
丹

波
竜
サ
イ
ト
構
築
事

業
・
恐
竜
化
石
を
活

用
し
た
自
治
体
連
携

事
業
・
丹
波
竜
化
石

工
房
の
充
実
）

①
丹

波
竜

化
石

工
房

来
館

者
数

人
/年

65
,0
00

◎
丹
波
竜
化
石
工
房
夏
期
特
別
展
・
丹
波
竜
フ
ェ
ス
タ
の
毎
年
度
開
催
、
平
成
30
年
度
か
ら
小
学
校
「
竜
学
」
交

流
事
業
の
実
施
、
平
成
30
年
度
に
丹
波
竜
サ
イ
ト
の
構
築
を
完
了
す
る
と
と
も
に
、
丹
波
竜
化
石
工
房
の
展
示

物
等
の
充
実
を
行
っ
て
き
た
結
果
、
発
掘
現
場
及
び
丹
波
竜
化
石
工
房
へ
の
来
場
者
（
来
館
者
）
数
が
増
加
し

た
。
平
成
30
年
12
月
2日

に
、
に
っ
ぽ
ん
恐
竜
協
議
会
の
第
1回

総
会
を
開
催
し
、
新
た
に
1町

の
加
入
が
決
定

し
合
計
で
2市

3町
の
加
盟
と
な
っ
た
。
今
後
は
、
恐
竜
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
自
治
体
間
の
連

携
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

②
化

石
発

掘
現

場
の

来
訪

者
数

人
/年

30
,0
00

◎

③
連

携
自

治
体

と
の

交
流

学
習

に
参

加
し

た
児

童
数

（
竜

学
者

数
）

人
/年

4
◎

④
竜

学
を

希
望

す
る

児
童

数
人
/年

15
◎

30
丹
波

ス
タ

ー
コ

ン
テ
ン

ツ
活

用
事

業

①
ス

イ
ー

ツ
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

に
て

丹
波

三
宝

を
活

用
し

た
商

品
数

品
/年

50
◎

丹
波
三
宝
ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
に
よ
り
丹
波
三
宝
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
広
く
認
知
さ
れ
て
き
て

い
る
が
、
開
催
場
所
、
時
期
や
周
知
方
法
の
検
討
な
ど
、
さ
ら
に
認
知
度
・
興
味
度
を
高
め
る
た
め
の
取
組
み

が
必
要
が
あ
る
。

②
ス

イ
ー

ツ
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

に
て

新
た

に
開

発
し

た
商

品
数

品
/年

10
◎

③
ス

イ
ー

ツ
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

で
の

販
売

個
数

個
/年

3,
60
0

◎

④
ス

イ
ー

ツ
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

来
場

者
数

人
/年

3,
00
0

◎

30
△

農
泊
の
推
進
に
お
い
て
は
、
地
域
全
体
に
お
い
て
持
続
的
な
産
業
と
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
法

人
格
を
持
っ
た
推
進
組
織
を
整
備
し
、
自
立
的
な
運
営
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
課
題
。

②
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

件
数

件
/年

15
△

32

氷
上
回
廊
水
分
れ

フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
（
仮
称
）
拠

点
整
備
事
業

①
水

分
れ

資
料

館
の

入
館

者
数

人
/年

1,
00
0

○
令
和
２
年
８
月
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、
基
本
構
想
に
掲
げ
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
の
事
業
展

開
が
で
き
て
い
る
。

・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
以
降
、
「
氷
上
回
廊
」
が
有
す
る
壮
大
な
生
命
の
ド
ラ
マ
を
未
来
へ
と
つ
な
ぐ
活

動
の
拠
点
施
設
に
な
る
た
め
に
も
、
運
営
の
核
と
な
る
職
員
の
配
置
が
求
め
ら
れ
る
。

②

△

②
寄

附
金

額
千

円
/
年

32
0,
00
0

△

③
記

念
品

数
品

/
累

計
40
0

○

33
ふ
る

さ
と

寄
附

金
の
推

進

事
業
開
始
よ
り
年
々
寄
附
実
績
を
伸
ば
し
て
い
た
が
、
総
務
省
の
要
請
通
知
を
契
機
に
、
現
在
は
減
少
傾
向
に

あ
る
。
た
だ
、
平
成
28
年
度
か
ら
の
３
年
間
は
寄
付
金
１
億
円
以
上
で
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
シ
テ
ィ
ー
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
交
流
人
口
増
は
、
着
実
に
実
施
で
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
「
丹
波
ブ
ラ
ン
ド
」
の
地
域
資
源
（
農
産
物
中
心
）
の
魅
力
を
全
国
に
向
け
て
発
信
し

て
、
丹
波
市
フ
ァ
ン
の
獲
得
を
め
ざ
す
必
要
が
あ
る
。

進
捗

管
理

シ
ー

ト
N
o
.

事
業
名

事
業

に
お

け
る

重
要

業
績

評
価

指
標

（
KP
I）

担
当
課

指
標

名
単

位
項

目
中

間
KP
I

第
１

期
全

体
に

お
け

る
達

成
度

第
１
期
全
体
に
お
け
る
効
果
・
検
証
及
び
課
題

①
寄

附
件

数
件
/年

16
,0
00

26



2-
2　

大
阪

・
東

京
圏

に
向

け
た

情
報

発
信

の
強

化

2-
2-

(1
)大

阪
・

東
京

圏
に

向
け

た
情

報
発

信
の

強
化

目
標

値
基

準
年

（
平

成
3
1
年

度
）

平
成

2
6
年

度
平

成
2
7
年

度
平
成
28
年
度

平
成
29
年
度

平
成
30
年
度

数
値
目
標

-
-

-
-

-

成
果
数
値

21
,2
31

-
-

-
-

数
値
目
標

-
-

-
-

-

成
果
数
値

20
,9
77

-
-

-
-

数
値
目
標

-
23
,5
00

50
,0
00

50
,0
00

52
,0
00

成
果
数
値

-
26
,4
26

50
,5
24

59
,8
83

56
,2
81

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

-
44

60
60

60

成
果
数
値

32
57

48
9

33

数
値
目
標

成
果
数
値

2-
3　

空
き

家
を

有
効

活
用

し
た

移
住

・
定

住
の

推
進

2-
3-

(1
)空

き
家

活
用

促
進

目
標

値
基

準
年

（
平

成
3
1
年

度
）

平
成

2
6
年

度
平

成
2
7
年

度
平
成
28
年
度

平
成
29
年
度

平
成
30
年
度

数
値
目
標

-
2

10
35

60

成
果
数
値

-
3

28
58

97

数
値
目
標

-
-

10
40

70

成
果
数
値

-
-

31
74

15
1

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

-
4

3
4

12

成
果
数
値

-
1

9
11

19

数
値
目
標

-
-

-
-

-

成
果
数
値

-
-

-
-

71

数
値
目
標

-
-

-
-

-

成
果
数
値

-
-

-
-

2,
72
1

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

-
-

2
4

6

成
果
数
値

-
-

3
3

4

数
値
目
標

成
果
数
値

進
捗

管
理

シ
ー

ト
N
o
.

事
業
名

34

単
位

中
間

KP
I

第
１

期
全

体
に

お
け

る
達

成
度

②
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
ア

ク
セ

ス
件

数
（

定
住

物
語

）
統

合
前

件
/年

-
-

①
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
ア

ク
セ

ス
件

数
（

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

）
統

合
前

件
/年

-
-

8
◎

進
捗

管
理

シ
ー

ト
N
o
.

事
業

に
お

け
る

重
要

業
績

評
価

指
標

（
KP
I）

指
標

名

事
業
名

事
業

に
お

け
る

重
要

業
績

評
価

指
標

（
KP
I）

指
標

名
単

位
中

間
KP
I

第
１

期
全

体
に

お
け

る
達

成
度

丹
波

市
移

住
定

住
ガ
イ

ド
“

TU
RN

WA
VE

-丹
波

-”
ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

に
よ
る

情
報

発
信

第
１
期
全
体
に
お
け
る
効
果
・
検
証
及
び
課
題

担
当
課

第
１
期
全
体
に
お
け
る
効
果
・
検
証
及
び
課
題

担
当
課

各
種
業
務
を
平
成
30
年
度
か
ら
一
つ
に
ま
と
め
、
イ
ベ
ン
ト
・
住
ま
い
（
住
ま
い
る
バ
ン
ク
）
・
仕
事
（
た
ん

ば
の
仕
事
）
の
各
種
情
報
を
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
継
続
的
に
発
信
し
、
順
調
に
ア
ク
セ
ス
件
数
が
伸
び
て
い

る
こ
と
が
、
移
住
定
住
相
談
件
数
の
増
加
に
表
れ
て
い
る
。

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
発
足
後
、
約
3年

半
で
97
件
の
成
約
と
な
り
、
当
初
の
目
標
値
を
大
き
く
上
回
る
成
果
を

上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
成
約
数
の
内
、
55
.7
％
に
あ
た
る
54
件
が
市
外
在
住
の
方
で
あ
り
、
空
き
家
の
有
効

活
用
だ
け
で
な
く
、
移
住
・
定
住
の
促
進
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の

登
録
物
件
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
の
で
、
主
に
市
外
在
住
の
空
き
家
所
有
者
へ
、
効
果
的
な
制
度
周
知
を
行
う

な
ど
の
登
録
物
件
の
充
実
対
策
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

定
期
的
な
地
域
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
開
放
な
ど
、
地
道
な
ア
ク
シ
ョ

ン
に
よ
り
地
域
住
民
へ
の
認
知
度
は
深
ま
っ
て
お
り
、
少
し
ず
つ
増
加
し
て
い
る
。
今
後
も
、
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
、
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
利
用
等
PR
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

①
相

談
会

に
よ

る
移

住
・

定
住

の
相

談
件

数
件
/年

60
○

③
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
ア

ク
セ

ス
件

数
（

TU
RN

 W
A
VE

-
丹

波
-
）

統
合

後
件
/年

54
,0
00

◎

④ ②

36

空
き

家
バ

ン
ク

「
住

ま
い

る
バ

ン
ク
」

・
空

き
家

利
活
用

対
策

事
業

①
住

ま
い

る
バ

ン
ク

を
通

じ
た

空
き

家
の

成
約

数
戸

/
累

計
12
0

◎

②
補

助
金

を
活

用
し

た
空

家
戸

数
戸

/
累

計
17
0

◎

③

37

大
学

と
地

域
住

民
連
携

に
よ

る
空

き
家
再

生
活

用
モ

デ
ル
事

業

①
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

ハ
ウ

ス
に

事
務

所
や

チ
ャ

レ
ン

ジ
シ

ョ
ッ

プ
を

構
え

て
事

業
を

行
う

人
数

人
/年

12
◎

②
テ

レ
ワ

ー
ク

・
コ

ワ
ー

キ
ン

グ
利

用
者

数
（

延
べ

）
人
/年

14
4

○

③
施

設
利

用
者

数
（

延
べ

）
人
/年

2,
50
0

◎

②④ ①
入

居
戸

数
戸

/
累

計

項
目

項
目

35
田
舎

暮
ら

し
相

談
会
の

開
催

単
純
な
移
住
相
談
会
へ
の
出
展
だ
け
で
は
丹
波
市
の
相
談
ブ
ー
ス
へ
来
る
移
住
相
談
者
が
限
ら
れ
て
し
ま
う
た

め
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
に
加
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
通
じ
て
１
対
１
の
相
談
や
１
対
複
数
人
で
の
相
談
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
移
住
者
の
獲
得
に
努
め
る
。

38
定
住

促
進

住
宅

空
き
家
の
件
数
は
一
定
数
あ
る
も
の
の
、
老
朽
化
が
著
し
い
、
又
は
老
朽
化
の
程
度
は
著
し
く
な
く
て
も
下
水

設
備
工
事
の
未
施
工
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
予
算
的
に
改
修
工
事
が
実
施
可
能
な
物
件
が
な
く
、
当
初
の
目
標

数
に
は
達
し
な
か
っ
た
が
、
改
修
し
た
物
件
に
つ
い
て
は
、
早
く
に
入
居
者
が
あ
る
た
め
、
今
後
に
お
い
て

は
、
空
き
家
物
件
の
情
報
を
収
集
す
る
と
と
も
に
優
良
物
件
の
確
保
に
努
め
、
整
備
を
促
進
す
る
。
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2-
3-

(2
)移

住
・

定
住

の
促

進

目
標

値
基

準
年

（
平

成
3
1
年

度
）

平
成

2
6
年

度
平

成
2
7
年

度
平
成
28
年
度

平
成
29
年
度

平
成
30
年
度

数
値
目
標

-
7

7
7

7

成
果
数
値

7
12

14
11

21

数
値
目
標

-
4

4
4

4

成
果
数
値

-
2

1
3

8

数
値
目
標

-
25
5

1,
40
0

1,
40
0

1,
40
0

成
果
数
値

24
1

68
6

1,
35
9

1,
50
5

2,
35
5

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

-
-

-
7

15

成
果
数
値

-
-

-
7

12

数
値
目
標

-
-

-
7

10

成
果
数
値

-
-

-
7

12

数
値
目
標

成
果
数
値

◎
2
5

○
1
3

△
9

-
2 4
9

合
　

計達
成

度
達

成
（

目
標

値
以

上
）

概
ね

達
成

(
目

標
値

の
8
0
％

以
上

1
0
0
％

未
満

)

①
補

助
金

活
用

世
帯

数
（

U・
Iタ

ー
ン

）
件

/年
22

○

②
補

助
金

活
用

世
帯

数
（

二
世

帯
同

居
）

未
達

成
(
8
0
％

未
満

)
実

績
値

な
し

件
/年

14

第
１

期
全

体
に

お
け

る
達

成
度

進
捗

管
理

シ
ー

ト
N
o
.

事
業
名

事
業

に
お

け
る

重
要

業
績

評
価

指
標

（
KP
I）

指
標

名

39
た
ん

ば
“

移
充

”
テ
ラ

ス
運

営
事

業

①
相

談
窓

口
を

利
用

し
て

移
住

し
た

世
帯

数
（

フ
ァ

ミ
リ

ー
層

）

担
当
課

④

世
帯

/
年

7
◎

②
相

談
窓

口
を

利
用

し
て

移
住

し
た

世
帯

数
（

田
舎

暮
ら

し
の

し
た

い
定

年
層

）

世
帯

/
年

4
○

③
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
相

談
件

数
件

/年
1,
40
0

◎

単
位

中
間

KP
I

平
成
30
年
度
よ
り
、
実
施
主
体
が
分
か
れ
て
い
る
移
住
・
定
住
に
関
す
る
各
種
業
務
を
一
本
化
し
、
一
つ
の
実

施
主
体
が
総
合
的
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
図
れ
、
移
住

相
談
件
数
や
移
住
世
帯
数
の
増
加
と
な
る
成
果
に
つ
な
が
っ
た
。

第
１
期
全
体
に
お
け
る
効
果
・
検
証
及
び
課
題

項
目

40
Ｕ
・

Ｉ
タ

ー
ン

住
宅
取

得
住

ま
い

る
奨
励

金

新
い
き
い
き
定
住
促
進
住
宅
補
助
金
制
度
の
補
助
率
・
限
度
額
、
加
算
金
の
効
果
等
に
つ
い
て
内
容
の
見
直
し

を
行
い
、
そ
れ
に
代
わ
る
制
度
と
し
て
H2
9年

度
よ
り
開
始
し
た
が
、
事
業
Ｐ
Ｒ
の
結
果
と
し
て
、
補
助
金
活

用
件
数
が
増
加
し
て
お
り
、
引
き
続
き
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
り
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
や
二
世
帯
同
居
に
よ

る
定
住
を
図
る
。

◎

③

28



基
本
目
標

３
　

市
民

み
ん

な
で

子
育

て
を

応
援

す
る

3-
1　

結
婚

、
出

産
、

子
育

て
に

満
足

で
き

る
暮

ら
し

の
創

出

3-
1-

(1
)出

会
い

・
結

婚
支

援

目
標

値
基

準
年

（
平

成
3
1
年

度
）

平
成

2
6
年

度
平

成
2
7
年

度
平

成
2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度

数
値
目
標

-
-

15
20

20

成
果
数
値

-
-

15
10

8

数
値
目
標

-
-

15
30

40

成
果
数
値

-
-

20
39

42

数
値
目
標

-
-

3
6

6

成
果
数
値

-
-

0
1

0

数
値
目
標

-
-

25
0

25
0

25
0

成
果
数
値

-
-

23
4

39
1

29
3

数
値
目
標

-
-

-
-

-

成
果
数
値

-
-

-
-

75

数
値
目
標

-
35

50
65

50

成
果
数
値

31
31

36
39

45

数
値
目
標

-
1

2
3

4

成
果
数
値

0
0

9
3

7

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

-
20
0

25
0

30
0

35
0

成
果
数
値

12
4

90
12
0

13
2

14
6

数
値
目
標

-
2

3
4

5

成
果
数
値

2
2

2
3

3

数
値
目
標

-
20

30
40

50

成
果
数
値

15
19

19
28

24

数
値
目
標

成
果
数
値

進
捗

管
理

シ
ー

ト
N
o
.

事
業
名

事
業
に

お
け

る
重

要
業

績
評

価
指

標
（

KP
I）

指
標

名
単

位
中

間
KP
I

第
１

期
全

体
に

お
け

る
達

成
度

41
婚
活

支
援

事
業

①
婚

活
マ

ス
タ

ー
の

登
録

者
数

名
/年

△

②
婚

活
マ

ス
タ

ー
を

通
し

た
お

見
合

い
件

数
件
/年

◎

婚
活

マ
ス

タ
ー

を
通

し
た

婚
約

組
数

③
婚

活
イ

ベ
ン

ト
に

よ
る

カ
ッ

プ
ル

誕
生

数
△○ ○

店
舗

件
/年

43
少
子

化
対

策
民

間
活
動

支
援

事
業

補
助
金

④

名
/年

件
/年

組
/年

40
0 5 60

①
婚

活
イ

ベ
ン

ト
参

加
者

数
△

②
婚

活
イ

ベ
ン

ト
件

数
○

第
１
期
全
体
に
お
け
る
効
果
・
検
証
及
び
課
題

担
当
課

継
続

的
な
事
業
展
開
に
よ
り
、
出
会
い
の
場
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。
出
会
い
の
場
に
よ
り
カ
ッ
プ
ル
が
誕

生
し

、
結
婚
に
至
っ
た
と
い
う
報
告
も
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
一
定
の
成
果
は
あ
る
。

結
婚

を
目
的
と
し
た
出
会
い
の
場
は
、
結
婚
相
談
者
の
ニ
ー
ズ
と
し
て
高
い
が
、
成
果
と
し
て
の
実
績
が
上
が

る
ま

で
は
時
間
を
要
す
る
。

婚
約

組
数
の
成
果
は
達
成
が
難
し
い
状
況
で
あ
る
が
、
お
せ
っ
か
い
マ
ス
タ
ー
の
地
道
な
活
動
が
結
婚
相
談
者

の
結

婚
へ
の
意
識
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
NP
O法

人
に
事
業
の
一
部
を
委
託
す
る
こ
と
で
、
お
せ
っ
か

い
マ

ス
タ
ー
の
活
動
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
引
き
続
き
お
せ
っ
か
い
マ
ス
タ
ー
を
中
心
と

し
た

婚
活
支
援
事
業
を
展
開
す
る
。

僅
か

で
は
あ
る
が
協
力
店
が
増
え
、
地
域
で
の
婚
活
支
援
の
つ
な
が
り
が
で
き
て
い
る
。
平
成
30
年
度
か
ら

は
、

N
PO
法
人
に
婚
活
支
援
業
務
の
一
部
を
委
託
し
た
た
め
民
間
同
士
の
つ
な
が
り
に
よ
る
支
援
や
イ
ベ
ン
ト

へ
の

協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
て
お
り
、
継
続
し
て
協
力
店
の
登
録
を
進
め
る
。

組
/年

△

④
結

婚
相

談
件

数
件
/年

◎

⑤
出

会
い

の
場

や
婚

活
講

座
の

参
加

者
数

件
/年

◎

③

42
婚
活

マ
イ

ス
タ

ー
協
力

店
登

録

①
協

力
店

登
録

数

②
協

力
店

か
ら

の
提

案
事

業
数

③ ④

20 40 6

25
0

12
0

60 5

項
目

29



3-
1-

(2
)出

産
・

子
育

て
支

援

目
標

値
基

準
年

（
平

成
3
1
年

度
）

平
成

2
6
年

度
平

成
2
7
年

度
平

成
2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度

数
値
目
標

（
対

基
準

値
）

36
.2

36
.4

36
.6

36
.8

成
果
数
値

36
.1

28
.7

29
.2

23
.1

29
.1

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

-
90

10
0

10
0

-

成
果
数
値

91
.8

93
.9

92
.4

93
.9

94
.1

数
値
目
標

-
-

-
-

-

成
果
数
値

-
-

-
-

90
.6

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

-
-

-
-

-

成
果
数
値

-
-

-
-

1,
10
8

数
値
目
標

-
-

-
-

-

成
果
数
値

-
-

-
-

31

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

-
-

-
-

-

成
果
数
値

-
-

-
-

29
7

数
値
目
標

-
-

-
-

-

成
果
数
値

-
-

-
-

32
9

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

-
-

-
-

-

成
果
数
値

-
-

-
-

89

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

成
果
数
値

指
標

名
単

位
中

間
KP
I

第
１

期
全

体
に

お
け

る
達

成
度

進
捗

管
理

シ
ー

ト
N
o
.

事
業
名

事
業
に

お
け

る
重

要
業

績
評

価
指

標
（

KP
I）

44
乳
幼

児
・

こ
ど

も
医
療

費
助

成
事

業

①
「

就
学

前
の

子
育

て
家

庭
が

安
心

で
き

る
相

談
支

援
体

制
が

整
っ

て
い

る
」

と
思

う
市

民
の

割
合

△

② ③

％

①
妊

娠
届

出
総

数
に

占
め

る
満

11
週

未
満

の
割

合
○

②

産
後

退
院

し
て

か
ら

の
1
か

月
程

度
、

助
産

師
や

保
健

師
等

か
ら

の
指

導
・

ケ
ア

を
十

分
に

受
け

る
こ

と
が

出
来

た
と

思
う

者
の

割
合

○

③

％

人
/年

② ③

48
保
育

料
軽

減
措

置

④①
園

の
教

育
・

保
育

に
対

す
る

保
護

者
の

期
待

の
充

足
度

合
○

9
0

第
１
期
全
体
に
お
け
る
効
果
・
検
証
及
び
課
題

担
当
課

【
効

果
検
証
】
成
果
数
値
は
上
昇
傾
向
に
あ
る
も
の
の
目
標
値
に
は
到
達
し
て
い
な
い
。
乳
幼
児
医
療
に
つ
い

て
は

１
人
当
た
り
の
助
成
額
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
こ
ど
も
医
療
に
つ
い
て
は
H3
0か

ら
県
同
様
の
所
得
制
限

を
実

施
し
た
結
果
、
１
人
当
た
り
の
助
成
額
が
減
少
し
た
。

【
課

題
】
市
の
扶
助
費
の
歳
出
額
は
所
得
制
限
に
よ
り
減
少
す
る
も
、
少
子
化
に
よ
る
受
給
者
の
減
少
に
よ
り

１
人

当
た
り
の
助
成
額
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。
無
料
化
や
所
得
制
限
な
ど
経
済
的
支
援
に
関
す
る
制
度
変
更

は
、

市
や
受
給
者
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
た
め
、
子
育
て
世
帯
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
特

例
期

間
や
対
象
年
齢
の
変
更
に
つ
い
て
、
費
用
対
効
果
を
含
め
今
後
十
分
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

国
の

示
す
保
育
料
基
準
額
か
ら
全
体
で
５
割
以
上
の
軽
減
を
行
い
、
ひ
と
り
親
世
帯
、
身
障
者
障
害
手
帳
等
の

所
持

世
帯
、
多
子
世
帯
等
を
対
象
に
も
軽
減
を
実
施
し
て
い
る
。
き
め
細
や
か
な
対
応
を
し
て
き
て
お
り
、
今

後
も

現
状
の
軽
減
を
維
持
し
て
い
く
。

3
7

45

母
子
保
健
事
業
（
・

思
春
期
教
室
・
母
子

健
康
手
帳
交
付
事

業
・
妊
婦
健
康
診
査

費
助
成
事
業
・
家
庭

訪
問
事
業
・
乳
幼
児

健
康
診
査
事
業
・
発

達
相
談
事
業
・
離
乳

食
教
室
他
食
育
事

業
・
予
防
注
射
管
理

I
CT

化
事
業
）

昨
今

の
経
済
事
業
や
子
育
て
に
悩
む
家
庭
の
増
加
に
よ
り
、
助
成
事
業
等
の
経
済
的
支
援
と
fa
ce
 t
o 
fa
ce
で

の
丁

寧
な
支
援
が
、
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

④

46
放
課

後
こ

ど
も

プ
ラ
ン

事
業

（
ア

フ
タ
ー

ス
ク

ー
ル

）

①
ア

フ
タ

ー
ス

ク
ー

ル
登

録
児

童
数

◎
平

成
2
6年

度
に
策
定
し
た
丹
波
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
利
用
対
象
者
を
拡
大
、
指
導

員
の

資
質
向
上
に
努
め
て
お
り
、
保
護
者
の
就
労
意
欲
の
高
ま
り
も
相
ま
っ
て
、
右
肩
上
が
り
の
利
用
状
況
と

な
っ

て
い
る
。
今
後
も
高
ま
る
利
用
希
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
施
設
の
改
修
や
新
築
な
ど
も
含
め
、
安
心
・

安
全

に
子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

②
ア

フ
タ

ー
ス

ク
ー

ル
利

用
率

◎

③ ④

％
1
0
0

9
1

％

47
フ
ァ

ミ
リ

ー
サ

ポ
ー

ト
事

業

①
会

員
数

○
利

用
実

績
が
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
大
き
く
伸
び
て
い
な
い
の
は
、
他
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
よ
る
も
の
と
考

え
る

。
今
年
度
、
無
償
化
の
影
響
が
ど
う
出
る
か
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。
会
員
登
録
数
は
伸
び
て
お
ら
ず
、

事
業

の
認
知
は
進
ん
で
い
な
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、
今
後
も
継
続
し
た
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

②
利

用
数

◎

③

3
0
0

1
5
8

人
/年

人
/年 ％

項
目

9
2
7

2
8
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目
標

値
基

準
年

（
平

成
3
1
年

度
）

平
成

2
6
年

度
平

成
2
7
年

度
平

成
2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度

数
値
目
標

-
-

-
-

-

成
果
数
値

-
-

-
-

1
,
5
8
3

数
値
目
標

-
10
0

10
0

10
0

1
0
0

成
果
数
値

33
41

38
66
.7

4
5
.
5

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

-
80
以

上
80
以

上
80
以

上
8
0
以

上

成
果
数
値

-
89

86
89

9
4
.
9

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

-
-

80
以

上
80
以

上
8
0
以

上

成
果
数
値

-
-

41
26

1
8

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

-
-

-
24
0

2
4
0

成
果
数
値

-
-

18
4

19
1

1
5
6

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

成
果
数
値

51
家
庭

教
育

講
座

①
講

座
の

受
講

者
数

50
特
別

支
援

保
育

事
業

①
就

学
前

の
教

育
・

保
育

施
設

に
通

う
園

児
の

保
護

者
の

満
足

度
◎

② ③ ④

52
保
育

教
諭

の
処

遇
改
善

△
各

認
定

こ
ど
も
園
運
営
法
人
に
お
い
て
、
段
階
的
に
処
遇
の
改
善
が
行
わ
れ
て
き
て
お
り
、
引
き
続
き
取
組
み

を
進

め
て
い
く
。

特
別

な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
は
増
加
傾
向
に
あ
る
中
、
保
育
士
確
保
に
向
け
、
今
後
も
引
き
続
き
取
組
み

を
推

進
し
て
い
く
。

主
に

就
労
し
て
い
る
保
護
者
に
受
講
し
て
も
ら
う
よ
う
３
年
間
実
施
し
、
受
講
者
か
ら
取
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
「

と
て
も
よ
か
っ
た
」
が
多
数
を
占
め
、
大
変
好
評
で
あ
り
、
一
定
の
効
果
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
予
定

し
て

い
た
受
講
者
に
は
届
か
ず
、
低
調
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
各
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
で
の
講
座

や
講

演
会
等
が
そ
の
役
割
を
担
う
こ
と
と
し
、
よ
り
地
域
に
根
差
し
た
、
子
育
て
世
代
に
魅
力
あ
る
、
細
か
な

ニ
ー

ズ
を
く
み
取
っ
た
テ
ー
マ
で
開
催
す
る
こ
と
と
す
る
。

49
看
護

師
配

置
事

業

①
病

児
・

病
後

児
保

育
利

用
人

数
（

延
べ

）
△

認
定

こ
ど
も
園
に
お
け
る
病
児
病
後
児
保
育
の
保
護
者
ニ
ー
ズ
や
認
知
に
伴
い
、
看
護
師
配
置
へ
の
機
運
は
高

ま
り

つ
つ
あ
る
。
看
護
師
不
足
の
課
題
に
対
し
て
、
引
き
続
き
取
組
み
を
進
め
て
い
く
。

②
認

定
こ

ど
も

園
予

定
総

数
の

う
ち

看
護

師
を

配
置

で
き

た
こ

ど
も

園
の

割
合

△

③ ④

人 ％

2,
00
0

10
0

△

② ③ ④

80
以

上

①
市

内
の

民
間

保
育

士
・

保
育

教
諭

数
(
正

規
）

② ③ ④

24
0

90
以

上
％ ％

人
/年

進
捗

管
理

シ
ー

ト
N
o
.

事
業
名

事
業
に

お
け

る
重

要
業

績
評

価
指

標
（

KP
I）

担
当
課

指
標

名
単

位
項

目
中

間
KP
I

第
１

期
全

体
に

お
け

る
達

成
度

第
１
期
全
体
に
お
け
る
効
果
・
検
証
及
び
課
題

31



3-
1-

(3
)子

育
て

に
関

す
る

情
報

発
信

と
支

援
環

境
づ

く
り

目
標

値
基

準
年

（
平

成
3
1
年

度
）

平
成

2
6
年

度
平

成
2
7
年

度
平

成
2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度

数
値
目
標

3
5
,
0
0
0

3
8
,
0
0
0

3
9
,
0
0
0

4
0
,
0
0
0

4
6
,
0
0
0

成
果
数
値

3
7
,
9
0
0

4
1
,
3
5
3

4
6
,
3
6
6

4
6
,
1
4
7

5
0
,
0
8
4

数
値
目
標

-
-

-
-

-

成
果
数
値

-
-

-
-

89
3

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

-
-

-
-

-

成
果
数
値

-
-

-
-

48
.5

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

-
18
万
1千

以
上

19
万
件

以
上

19
万
件

以
上

19
万
件

以
上

成
果
数
値

1
8
万

以
上

1
8
7
,
5
6
4

1
5
7
,
5
7
8

1
5
5
,
1
7
4

1
4
1
,
7
1
3

数
値
目
標

-
-

50
％

以
上
50
％

以
上
50
％

以
上

成
果
数
値

-
-

-
16

14

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

-
-

-
30
以

上
24

成
果
数
値

-
-

-
21

21

数
値
目
標

-
-

-
-

-

成
果
数
値

-
-

-
-

29
0

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

成
果
数
値

54
子
育

て
支

援
パ

ン
フ
レ

ッ
ト

作
成

①

子
ど

も
・

子
育

て
支

援
事

業
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

で
「

丹
波

市
に

お
け

る
子

育
て

の
環

境
や

支
援

へ
の

満
足

度
」

に
つ

い
て

、
「

高
い

」
、

「
や

や
高

い
」

、
「

や
や

高
い

」
と

回
答

さ
れ

た
割

合

○

55
丹
波

市
子

育
て

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
運
営

①
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
ア

ク
セ

ス
件

数
○

① ③ ④

56
子
育

て
ピ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

制
度

サ
ポ

ー
タ

ー
登

録
者

数
○

②
サ

ポ
ー

タ
ー

の
活

動
件

数
○

第
１

期
全

体
に

お
け

る
達

成
度

◎

第
１
期
全
体
に
お
け
る
効
果
・
検
証
及
び
課
題

担
当
課

子
育

て
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
は
子
育
て
世
代
に
と
っ
て
、
子
育
て
に
寄
り
添
い
、
悩
み
を
傾
聴
す
る
な
ど
、
身
近

な
存

在
に
感
じ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
き
め
細
か
な
子
育
て
支
援
を
行
え
る
よ
う
、
子
育
て
支
援
に
資
す
る
研

修
や

講
習
会
の
機
会
を
提
供
し
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

53
利
用

者
支

援
事

業
（
子

育
て

学
習

セ
ン
タ

ー
）

①
子

育
て

学
習

セ
ン

タ
ー

自
由

来
館

者
数

進
捗

管
理

シ
ー

ト
N
o
.

事
業
名

事
業
に

お
け

る
重

要
業

績
評

価
指

標
（

KP
I）

指
標

名
単

位
中

間
KP
I

妊
娠

期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
、
切
れ
目
な
い
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
今
後
さ
ら
に
、
子

育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
め
る
と
と
も
に
、
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
に

お
い

て
、
保
護
者
等
の
相
談
に
応
じ
、
助
言
等
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
す
る
部
署
や
機
関
と
連
絡
調
整

を
図

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

②
子

育
て

学
習

セ
ン

タ
ー

で
の

相
談

件
数

○

③ ④

人

件
/年

47
,0
00

1,
10
0

平
成

2
8年

度
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
継
続
的
に
配
布
し
て
き
た
が
、
新
た
な
施
策
や
見
直
し
さ
れ
た
施

策
に

つ
い
て
は
タ
イ
ム
リ
ー
に
対
応
で
き
て
お
ら
ず
、
年
度
を
経
過
す
る
ご
と
に
効
果
は
薄
れ
て
い
っ
た
。
令

和
元

年
度
に
新
た
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
最
新
の
情
報
を
掲
載
す
る
こ
と
と
す
る
。

② ③

％
50
%以

上

平
成

3
0年

度
に
サ
イ
ト
を
改
良
し
た
際
、
一
時
、
見
に
く
い
時
期
が
あ
り
、
ア
ク
セ
ス
件
数
が
伸
び
な
か
っ
た

が
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
見
や
す
い
環
境
と
な
り
、
今
後
は
ア
ク
セ
ス
件
数
が
増
え
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

子
育

て
世
代
に
あ
ま
り
認
知
さ
れ
て
い
な
い
現
状
が
あ
る
が
、
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
を
行
う
と
と
も
に
、
子
育
て
に
有

意
義

な
情
報
を
配
信
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

②
サ

イ
ト

閲
覧

者
の

満
足

度
△

③ ④

件
/年 ％

19
万

件
以

上

50
%以

上

30
0

人 件

24

項
目
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3-
2-

(1
)ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

推
進

目
標

値
基

準
年

（
平

成
3
1
年

度
）

平
成

2
6
年

度
平

成
2
7
年

度
平

成
2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度

数
値
目
標

（
対

基
準

値
）

-
-

5
8
.
2
以

上
5
9
.
0
以

上

成
果
数
値

58
.2

51
.3

50
.9

41
.9

43
.7

数
値
目
標

-
-

-
70

70

成
果
数
値

-
-

-
69
.5

69
.5

数
値
目
標

-
-

-
-

-

成
果
数
値

-
-

-
-

18

数
値
目
標

-
-

15
15

15

成
果
数
値

-
-

5
1

2

数
値
目
標

成
果
数
値

3-
3-

(1
)子

ど
も

が
地

域
の

魅
力

を
学

ぶ
し

か
け

づ
く

り

目
標

値
基

準
年

（
平

成
3
1
年

度
）

平
成

2
6
年

度
平

成
2
7
年

度
平

成
2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度

数
値
目
標

-
-

-
7

15

成
果
数
値

0
0

0
3

7

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

-
1,
10
0

1,
10
0

1,
10
0

1,
10
0

成
果
数
値

1,
08
0

1,
68
9

1,
58
0

1,
53
4

1,
58
0

数
値
目
標

（
対

基
準

値
）
80

80
80

80

成
果
数
値

74
74

78
77
.8

80
.4

数
値
目
標

-
-

-
-

-

成
果
数
値

-
-

-
-

46
.7

数
値
目
標

成
果
数
値

数
値
目
標

-
50

50
45

45

成
果
数
値

36
36

45
43

50

数
値
目
標

成
果
数
値

◎
1
0

○
1
5

△
1
4

-
0 3
9

第
１

期
全

体
に

お
け

る
達

成
度

進
捗

管
理

シ
ー

ト
N
o
.

事
業
名

3-
2　

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
推

進

未
達

成
(
8
0
％

未
満

)
実

績
値

な
し

合
　

計達
成

度
達

成
（

目
標

値
以

上
）

概
ね

達
成

(
目

標
値

の
8
0
％

以
上

1
0
0
％

未
満

)

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推
進

す
る

企
業

へ
の
優

遇
支

援
事

業

事
業
に

お
け

る
重

要
業

績
評

価
指

標
（

KP
I）

指
標

名
単

位
中

間
KP
I

57

③
市

と
女

性
活

躍
推

進
協

定
を

締
結

し
た

事
業

所
の

数
○

％

事
業
所
/累

計

％
60
%以

上
①

「
仕

事
と

生
活

の
バ

ラ
ン

ス
（

ワ
ー

ク
ラ

イ
フ

バ
ラ

ン
ス

）
が

取
れ

て
い

る
」

と
思

う
市

民
の

割
合

※
そ

う
思

う
+
ま

あ
そ

う
思

う
と

回
答

さ
れ

た
割

合

△

②
女

性
(1

5～
64

才
)の

就
業

率
○

20

60
た
ん

ば
ふ

る
さ

と
学

①
学

校
の

授
業

に
お

い
て

ゲ
ス

ト
テ

ィ
ー

チ
ャ

ー
な

ど
、

指
導

に
携

わ
っ

た
地

域
住

民
の

人
数

◎

②
住

ん
で

い
る

地
域

の
行

事
に

参
加

し
て

い
る

児
童

生
徒

の
割

合
○

③
「

地
域

全
体

で
子

育
て

を
支

え
て

い
る

」
と

感
じ

て
い

る
市

民
の

割
合

△

④

1,
74
0

80

◎

「
た

ん
ば
ふ
る
さ
と
学
」
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
認
知
が
進
ん
で
お
り
、
学
校
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
働

き
に

よ
り
、
効
果
的
な
学
習
が
展
開
で
き
て
い
る
と
考
え
る
。
「
た
ん
ば
み
ら
い
学
」
も
含
め
、
こ
う
し
た
取

組
を

学
校
通
信
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
だ
よ
り
等
に
よ
り
積
極
的
に
情
報
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
「
地

域
全

体
で
子
育
て
を
し
て
い
る
と
感
じ
る
」
割
合
を
増
加
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

次
期

学
習
指
導
要
領
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
の
実
現
へ
向
け
、
学
校
と
地
域
と

の
関

係
は
こ
れ
ま
で
の
「
支
援
」
か
ら
「
連
携
・
協
働
」
の
関
係
へ
と
変
革
す
る
時
期
に
あ
る
。
今
後
も
地
域

と
と

も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
を
行
う
手
段
と
し
て
学
校
運
営
協
議
会
制
度
の
導
入
・
充
実
を
図
る
必
要
が
あ

る
。

第
１
期
全
体
に
お
け
る
効
果
・
検
証
及
び
課
題

担
当
課

第
１
期
全
体
に
お
け
る
効
果
・
検
証
及
び
課
題

担
当
課

実
効

性
の
あ
る
支
援
制
度
に
一
部
改
変
し
た
こ
と
に
よ
り
、
経
営
者
に
働
き
方
改
革
の
趣
意
が
浸
透
し
、
曖
昧

だ
っ

た
労
働
雇
用
条
件
が
明
文
化
さ
れ
る
な
ど
雇
用
者
に
も
良
い
影
響
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

今
後

は
生
産
性
の
向
上
が
賃
金
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
よ
う
支
援
を
改
良
、
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
。

△

①

進
捗

管
理

シ
ー

ト
N
o
.

事
業
名

事
業
に

お
け

る
重

要
業

績
評

価
指

標
（

KP
I）

指
標

名
単

位
中

間
KP
I

第
１

期
全

体
に

お
け

る
達

成
度

育
児

介
護

と
仕

事
の

両
立

に
積

極
的

な
企

業
へ

の
支

援
数

（
国

県
の

支
援

制
度

を
活

用
し

た
企

業
数

）

①
学

校
に

お
け

る
食

育
授

業
の

開
催

回
数

（
小

中
高

）

②

22
校

3-
3　

子
ど

も
が

地
域

の
魅

力
を

学
ぶ

し
か

け
づ

く
り

59
地
域

と
連

携
し

た
学
校

の
仕

組
み

づ
く
り

61
ふ
る

さ
と

食
育

推
進
事

業

①
学

校
運

営
協

議
会

制
度

の
導

入
数

△

② ②

80 5070

人
/年

項
目

項
目

％ ％

回
/年

社
/年

15

小
・

中
・
高
校
で
食
育
教
室
に
参
加
す
る
機
会
を
つ
く
る
こ
と
で
、
地
元
食
材
や
食
文
化
に
触
れ
、
作
っ
て
食

べ
る

楽
し
い
食
育
体
験
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
家
庭
で
の
調
理
経
験
が
少
な
い
子
ど
も
も
多
く
、
貴

重
な

体
験
の
場
で
あ
り
、
継
続
し
た
実
施
が
必
要
で
あ
る
。

58
企
業

に
お

け
る

女
性
の

活
躍

応
援

事
業

有
効

な
支
援
制
度
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、
経
営
者
に
働
き
方
改
革
の
趣
意
を
意
識
す
る
契
機
と
す
る
必
要
が
あ
る
。
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基
本
目
標

４
　

元
気

な
地

域
を

つ
く

る

4-
1.

健
康

で
生

き
が

い
の

も
て

る
人

づ
く

り
の

推
進

4-
1-

(1
).

健
康

で
生

き
が

い
の

も
て

る
人

づ
く

り
の

推
進

目
標

値
基

準
年

（
平

成
3
1
年

度
）

平
成

26
年

度
平

成
27

年
度

平
成

2
8
年

度
平

成
29

年
度

平
成

3
0
年

度

数
値
目
標

-
男
性
79
.5

女
性
84
.1

男
性
79
.5

女
性
84
.1

男
性
79
.5

女
性
84
.1

男
性
79
.5

女
性
84
.1

成
果
数
値

男
性
77
.3
5

女
性
83
.3
3

男
性
77
.3
5

女
性
83
.3
3

男
性
79
.2
5

女
性
84
.2
1

男
性
79
.2
5

女
性
84
.2
1

男
性
79
.2
5

女
性
84
.2
1

数
値
目
標

-
-

-
-

-

成
果
数
値

-
-

-
-

8

数
値
目
標

-
-

-
-

-

成
果
数
値

-
-

-
-

6

数
値
目
標

4,
32
7

4,
32
7

4,
32
7

4,
32
7

4,
32
7

成
果
数
値

3,
65
4

3,
85
4

3,
64
1

3,
38
0

3,
05
8

数
値
目
標

3,
80
0

4,
00
0

4,
20
0

4,
20
0

4,
20
0

成
果
数
値

3,
71
0

4,
13
9

4,
67
0

4,
73
6

4,
36
6

数
値
目
標

-
-

-
-

-

成
果
数
値

-
-

-
-

1,
41
9

数
値
目
標

-
31

32
33

34

成
果
数
値

30
.7

28
.6

37
.5

34
.2

41
.7

数
値
目
標

-
-

-
-

-

成
果
数
値

-
-

-
-

50

数
値
目
標

-
60

60
60

60

成
果
数
値

50
.8

43
.2

50
.7

47
.6

43
.3

数
値
目
標

-
-

-
-

-

成
果
数
値

-
-

-
-

30
0

数
値
目
標

-
87
8

87
8

87
8

87
8

成
果
数
値

73
1

76
3

74
8

74
2

73
8

数
値
目
標

-
-

-
-

-

成
果
数
値

-
-

-
-

58
.9

数
値
目
標

-
-

80
80

80

成
果
数
値

-
-

-
85

85

数
値
目
標

-
-

-
40

80

成
果
数
値

-
-

38
38

10
9

数
値
目
標

-
-

-
20

20

成
果
数
値

-
-

-
-

30

数
値
目
標

-
-

-
1

1

成
果
数
値

-
-

-
-

0

健
康
寿
命
は
男
女
と
も
に
延
伸
し
て
お
り
、
健
康
教
室
等
各
種
事
業
を
継
続
し
、
今
後
も
引
き
続
き
延
伸
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
健
診
受
診
者
は
減
少
傾
向
の
た
め
、
令
和
２
年
度
か
ら
は
医
療
機
関
健
診
を
中

心
と
し
た
健
診
体
制
に
移
行
し
、
受
診
し
や
す
い
体
制
を
整
え
る
こ
と
で
受
診
者
数
の
増
加
を
目
指
す
。

進
捗

管
理

シ
ー

ト
N
o
.

事
業
名

事
業

に
お

け
る

重
要

業
績

評
価

指
標

（
KP
I）

指
標

名
単

位
中

間
KP
I

第
１

期
全

体
に

お
け

る
達

成
度

項
目

担
当
課

第
１
期
全
体
に
お
け
る
効
果
・
検
証
及
び
課
題

地
域
課
題
な
ど
様
々
な
テ
ー
マ
の
学
び
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

地
域
で
活
躍
す
る
人
材
育
成
に
は
、
継
続
し
た
事
業
実
施
が
必
要
で
あ
る
。

講
座
企
画
を
通
じ
て
、
新
し
い
公
共
を
担
う
NP
Oや

市
民
活
動
団
体
の
育
成
を
図
っ
た
。

◎

人
/
累

計
◎

⑤
健

康
教

室
受

講
者

数

⑥
ゲ

ー
ト

キ
ー

パ
ー

研
修

受
講

修
了

者
数

（
平

成
2
3年

度
か

ら
の

累
積

受
講

終
了

者
数

）

○

％
◎

％
◎

人
○

人

○ ○

63
TA
MB

A地
域

づ
く

り
大

学

①
「

学
び

の
活

動
で

身
に

つ
い

た
知

識
や

技
能

を
生

か
し

た
い

」
と

思
う

市
民

の
割

合
％

62
健
康

寿
命

日
本

一
の
取

り
組

み

①
健

康
寿

命
歳

②
早

世
割

合
（

全
死

亡
者

に
占

め
る

65
歳

未
満

死
亡

者
の

割
合

）
（

男
性

）

③
早

世
割

合
（

全
死

亡
者

に
占

め
る

65
歳

未
満

死
亡

者
の

割
合

）
（

女
性

）

④
肺

が
ん

検
診

受
診

人
数

（
40

～
69

歳
ま

で
）

②
T
AM

B
A地

域
づ

く
り

大
学

受
講

者
数

人
/年

64
TA
MB

Aシ
ニ

ア
カ

レ
ッ

ジ

多
く
の
高
齢
者
が
高
齢
期
の
必
要
課
題
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

高
齢
者
の
学
ん
だ
成
果
が
自
ら
の
チ
カ
ラ
に
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
に
還
元
で
き
る
よ
う
な
講
座
に
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

60 30
0

①

「
高

齢
者

が
積

極
的

に
地

域
で

の
活

動
に

参
加

で
き

て
い

る
」

と
感

じ
て

い
る

市
民

の
割

合
※

そ
う

思
う

＋
ま

あ
そ

う
思

う
と

回
答

さ
れ

た
市

民
の

割
合

％
○

②
T
AM

B
Aシ

ニ
ア

カ
レ

ッ
ジ

受
講

者
数

人
/年

◎

①
会

員
数

人
○

②
「

日
々

の
し

ご
と

（
農

作
業

・
家

事
・

育
児

等
含

む
）

に
や

り
が

い
や

充
実

感
が

あ
る

」
と

感
じ

て
い

る
市

民
の

割
合

％
○

③

87
8

65
65

シ
ル

バ
ー

人
材

セ
ン
タ

ー
補

助
事

業

企
業
等
の
定
年
延
長
、
再
雇
用
制
度
の
充
実
に
よ
り
新
規
会
員
の
数
が
減
り
、
入
会
年
齢
も
高
く
な
っ
て
お

り
、
受
注
業
務
の
範
囲
が
狭
く
な
り
が
ち
で
あ
る
。
働
き
方
改
革
が
進
む
現
役
世
代
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
業
務
分

野
で
の
受
注
を
増
や
す
と
と
も
に
、
事
務
の
効
率
化
を
常
に
念
頭
に
置
い
た
法
人
運
営
が
図
ら
れ
る
よ
う
支
援

を
継
続
す
る
。

66

医
療

・
健

康
・

福
祉
・

介
護

分
野

の
IC
T利

活
用

事
業
・

医
療

介
護

情
報
連

携
シ

ス
テ

ム

①
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
利

用
者

の
満

足
度

％
○

Ｈ
28
年
、
予
防
接
種
実
施
判
定
シ
ス
テ
ム
の
新
規
開
発
は
保
護
者
、
医
療
機
関
、
行
政
に
と
っ
て
、
個
別
通
知

の
丁
寧
さ
（
複
数
回
の
通
知
）
、
接
種
判
定
の
簡
略
化
、
請
求
事
務
の
簡
素
化
、
郵
券
料
の
減
額
な
ど
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
を
供
与
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
平
成
30
年
に
は
医
療
機
関
に
薬
局
、
介
護
事
業
所
を
含

め
、
患
者
情
報
を
共
有
す
る
医
療
介
護
情
報
連
携
シ
ス
テ
ム
を
構
築
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
用
の
満
足
度
を
含

め
、
効
果
検
証
が
で
き
る
ま
で
に
は
数
年
が
必
要
で
あ
り
、
運
用
面
の
支
援
が
必
要
。

②
医

療
機

関
、

薬
局

、
介

護
事

業
所

参
加

数
事

業
所

○

③
医

療
関

係
従

事
者

の
時

間
外

労
働

の
是

正
率

％
○

④
国

民
健

康
保

険
の

医
療

費
の

縮
減

率
％

-

男
性

8
0
.
0

女
性

8
5
.
0

10 6

4,
32
7

4,
30
0

1,
50
0

35 80 80 12
0

20 1
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目
標

値
基

準
年

（
平

成
3
1
年

度
）

平
成

26
年

度
平

成
27

年
度

平
成

2
8
年

度
平

成
29

年
度

平
成

3
0
年

度

数
値
目
標

-
1,
60
0

1,
70
0

1,
80
0

1,
90
0

成
果
数
値

1,
44
5

1,
50
5

1,
77
2

1,
87
0

2,
03
5

数
値
目
標

（
対

基
準

値
）

17
.0

19
.0

21
.0

23
.0

成
果
数
値

16
.0

17
.8

21
.4

20
.7

21
.0

数
値
目
標

-
-

-
13
,0
00

16
,0
00

成
果
数
値

17
,1
07

14
,8
93

12
,9
18

14
,7
66

16
,4
76

数
値
目
標

-
-

-
-

5

成
果
数
値

-
-

-
-

3

数
値
目
標

-
22

22
22

25

成
果
数
値

20
20

26
34

25

数
値
目
標

-
20
0

20
0

20
0

73
0

成
果
数
値

11
6

18
0

22
4

85
0

94
8

数
値
目
標

-
-

10
0

10
0

39
0

成
果
数
値

-
-

11
1

44
7

48
1

数
値
目
標

-
-

-
-

-

成
果
数
値

-
-

-
-

6

居
場
所
を
開
設
し
て
以
降
、
関
係
部
署
と
の
連
携
も
あ
り
就
職
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
進
学
・
復
学
と
社
会
へ
復
帰

し
て
い
る
者
が
毎
年
あ
り
効
果
が
十
分
に
あ
る
。

　
た
だ
、
本
当
の
ひ
き
こ
も
り
等
さ
れ
て
い
る
方
の
実
人
数
が
わ
か
ら
な
い
の
が
実
情
で
、
居
場
所
の
存
在
を

知
ら
な
い
方
や
利
用
し
た
い
け
ど
で
き
な
い
方
の
対
応
が
課
題
で
あ
る
。

　
ま
た
、
本
来
こ
の
業
務
を
担
う
べ
き
部
署
は
福
祉
関
連
部
署
が
適
当
と
考
え
る
。

「
ち
ゃ
れ
ん
じ
ス
ペ
ー
ス
」
の
売
上
、
平
均
工
賃
の
売
り
上
げ
増
に
つ
い
て
は
、
就
労
継
続
支
援
事
業
所
が
熱

心
に
取
り
組
ま
れ
た
成
果
が
数
値
に
あ
ら
わ
れ
た
。

今
後
は
、
市
民
へ
の
障
が
い
へ
の
理
解
啓
発
や
障
が
い
の
あ
る
人
が
暮
ら
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。

67

障
が

い
者

へ
の

就
労

・
社

会
参

加
、

介
護

職
員

就
労

支
援

（
・

ち
ゃ

れ
ん

じ
ス

ペ
ー

ス
の

開
設

・
障

が
い

者
工

賃
向

上
支

援
事

業
補

助
・

手
話

言
語

条
例

・
合

理
的

配
慮

提
供

支
援

事
業

・
介

護
職

員
初

任
者

研
修

受
講

就
労

支
援

事
業

）

①
ち

ゃ
れ

ん
じ

ス
ペ

ー
ス

の
売

上
高

千
円

/
年

◎

②
「

住
ん

で
い

る
地

域
は

、
障

が
い

の
あ

る
人

が
暮

ら
し

や
す

い
環

境
が

整
っ

て
い

る
」

と
感

じ
て

い
る

人
の

割
合

％
○

③
平

均
工

賃
（

月
額

）
円

◎

④
介

護
職

員
初

任
者

研
修

を
受

講
し

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

提
供

事
業

所
へ

就
労

し
た

人
数

人
(
累

計
)

△

成
果
が
認
め
ら
れ
る
。

潜
在
的
あ
る
い
は
新
た
に
発
生
す
る
就
職
困
難
者
を
誘
導
す
る
た
め
、
関
係
各
課
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
す

る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
就
職
氷
河
期
世
代
で
不
本
意
に
不
安
定
な
非
正
規
雇
用
で
働
く
者
や
長
期
無
業
者
な
ど
の
掘
り
起
し
を
す

す
め
る
対
策
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

④

25
①

就
職

困
難

者
の

新
規

就
職

者
数

件
/年

◎

② ③ ②

68
就
職

困
難

者
へ

の
ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

と
の
一

体
的

支
援

◎

③
相

談
業

務
と

居
場

所
を

通
じ

て
社

会
復

帰
し

た
人

数
人
/年

◎◎

69
子
ど

も
・

若
者

育
成
支

援
事

業

75
0

40
0 6

相
談

件
数

件
/年

居
場

所
活

用
件

数
件
/年

④

2,
00
0

25

19
,0
00

10

①

進
捗

管
理

シ
ー

ト
N
o
.

事
業
名

事
業

に
お

け
る

重
要

業
績

評
価

指
標

（
KP
I）

担
当
課

指
標

名
単

位
項

目
中

間
KP
I

第
１

期
全

体
に

お
け

る
達

成
度

第
１
期
全
体
に
お
け
る
効
果
・
検
証
及
び
課
題

35



4-
2-

(1
).

豊
か

な
地

域
力

の
向

上
に

よ
る

ま
ち

づ
く

り
の

推
進

目
標

値
基

準
年

（
平

成
3
1
年

度
）

平
成

26
年

度
平

成
27

年
度

平
成

2
8
年

度
平

成
29

年
度

平
成

3
0
年

度

数
値
目
標

（
対

基
準

値
）

-
-

-
1

成
果
数
値

-
-

-
-

1

数
値
目
標

（
対

基
準

値
）

-
-

-
80

成
果
数
値

-
-

-
78
.8

71
.6

数
値
目
標

（
対

基
準

値
）

40
.0

45
.0

50
.0

55
.0

成
果
数
値

36
.7

40
.1

46
.3

45
.9

41
.5

数
値
目
標

-
-

-
21

29

成
果
数
値

-
-

-
26

26

数
値
目
標

-
-

-
40

60

成
果
数
値

-
-

-
39

30

数
値
目
標

（
対

基
準

値
）

-
-

30
.0

35
.0

成
果
数
値

26
.1

28
.5

28
.9

29
.9

30
.3

数
値
目
標

-
31
.0

32
.0

33
.0

34
.0

成
果
数
値

30
.7

28
.6

37
.5

34
.2

41
.7

数
値
目
標

-
-

-
-

-

成
果
数
値

-
-

-
-

1

数
値
目
標

-
-

-
-

-

成
果
数
値

-
-

-
-

28

◎
1
2

○
1
6

△
4

-
1 3
3

４
年
１
期
の
市
議
会
議
員
の
任
期
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
改
選
後
に
お
い
て
も
す
み
や
か
に
こ
の
事
業
が
展
開
で

き
る
よ
う
準
備
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
進
め
方
や
内
容
に
つ
い
て
は
、
完
成
さ
れ
て
い
る
状
態
で
は
あ
る

が
同
種
の
事
業
展
開
を
し
て
い
る
他
市
事
例
を
研
究
し
、
さ
ら
に
意
見
の
出
や
す
い
場
づ
く
り
、
出
さ
れ
た
意

見
の
政
策
反
映
な
ど
若
者
に
達
成
感
を
味
わ
え
る
よ
う
見
え
る
化
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
令
和
元
年
度
の
策
定
を
予
定
し
て
お
り
、
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
ま
ち

づ
く
り
は
策
定
後
と
な
る
こ
と
か
ら
、
検
証
を
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

担
当
課

第
１
期
全
体
に
お
け
る
効
果
・
検
証
及
び
課
題

丹
波

市
に

住
み

続
け

た
い

と
思

う
市

民
の

割
合

％
○

②

80
.0

①
補

助
対

象
事

業
数

事
業

/
年

△

実
績

値
な

し
合

　
計達

成
度

達
成

（
目

標
値

以
上

）
概

ね
達

成
(
目

標
値

の
8
0
％

以
上

1
0
0
％

未
満

)
未

達
成

(
8
0
％

未
満

)

74

市
民
活
動
拠
点
施
設

の
設
置
「
丹
波
市
市

民
プ
ラ
ザ
（
仮

称
）
」

①
「

学
び

の
活

動
で

身
に

つ
い

た
知

識
や

技
能

を
生

か
し

た
い

」
と

思
う

市
民

の
割

合
％

○ ○

指
標

名
単

位
中

間
KP
I

第
１

期
全

体
に

お
け

る
達

成
度

項
目

◎

4-
2.

豊
か

な
地

域
力

の
向

上
に

よ
る

ま
ち

づ
く

り
の

推
進

1
①

高
校

生
と

の
懇

話
会

の
開

催
回
/年

70
議
会

運
営

事
業

・
フ
ュ

ー
チ

ャ
ー

セ
ッ

シ
ョ

ン
事

業

進
捗

管
理

シ
ー

ト
N
o
.

事
業
名

②

71
丹
波

市
未

来
都

市
構
造

の
あ

り
方

検
討

①

事
業

に
お

け
る

重
要

業
績

評
価

指
標

（
KP
I）

72
地
域

づ
く

り
交

付
金
制

度

①
「

自
治

会
・

小
学

校
区

は
、

地
域

活
動

が
活

発
化

し
て

い
る

」
と

思
う

市
民

の
割

合
％

73

よ
ろ

ず
お

せ
っ

か
い
相

談
所

及
び

よ
ろ
ず

お
せ

っ
か

い
支
縁

セ
ン

タ
ー

（
仮

称
）

の
開

設
・

運
営

①
よ

ろ
ず

お
せ

っ
か

い
相

談
所

開
設

箇
所

数
か

所

○
自
治
協
議
会
の
あ
り
方
懇
話
会
の
開
催
と
共
に
各
地
域
に
お
い
て
、
共
助
の
活
動
が
活
発
化
し
て
い
る
。
地
域

包
括
ケ
ア
等
、
現
状
の
地
域
で
の
取
り
組
み
を
行
政
主
導
で
は
な
く
、
地
域
主
体
の
地
域
づ
く
り
を
支
援
す
る

と
も
に
、
行
政
も
横
断
的
な
支
援
体
制
が
必
要
で
あ
る
。

②

60

各
社
会
福
祉
法
人
に
は
「
よ
ろ
ず
お
せ
っ
か
い
相
談
所
」
の
看
板
を
掲
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
目
標

で
あ
る
小
学
校
区
単
位
へ
の
相
談
所
の
設
置
は
進
ん
で
お
ら
ず
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
今
後
は
相
談
所
の
新

た
な
設
置
を
目
指
す
と
と
も
に
、
す
で
に
設
置
が
完
了
し
た
社
会
福
祉
法
人
よ
ろ
ず
お
せ
っ
か
い
相
談
所
の
市

民
へ
の
周
知
と
利
用
の
促
進
が
必
要
で
あ
る
。

②
支

縁
セ

ン
タ

ー
経

由
の

生
活

困
り

ご
と

相
談

件
数

件
△

③

「
住

ん
で

い
る

地
域

は
生

活
課

題
に

つ
い

て
、

気
軽

に
相

談
で

き
る

環
境

が
整

っ
て

い
る

」
と

感
じ

て
い

る
市

民
の

割
合

％
○

④

38 12
0

40

H
3
0
.
4
に

丹
波

市
市

民
プ

ラ
ザ

基
本

計
画

を
策

定
し

、
概

ね
計

画
通

り
に

進
捗

し
て

い
る

。
・

1
0
月

開
設

に
向

け
た

地
域

づ
く

り
団

体
や

市
民

活
動

団
体

へ
の

周
知

と
情

報
収

集
を

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

に
よ

っ
て

行
う

。
・

懇
話

会
や

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

開
催

し
た

こ
と

に
よ

り
、

市
民

へ
の

関
心

が
高

ま
っ

て
い

る
と

同
時

に
、

「
市

民
プ

ラ
ザ

は
何

を
す

る
と

こ
ろ

」
と

い
う

わ
か

り
や

す
い

広
報

が
必

要
。

・
自

治
協

の
あ

り
方

懇
話

会
の

提
言

と
市

の
方

針
に

沿
っ

た
地

域
支

援
が

必
要

。
②

35
.0

75
包
括

連
携

大
学

事
業

普
段
は
関
わ
り
の
少
な
い
大
学
生
が
実
際
に
丹
波
市
の
小
中
学
校
を
訪
問
す
る
仕
組
み
が
構
築
で
き
た
。

②
包

括
連

携
協

定
大

学
活

動
支

援
補

助
金

を
活

用
し

丹
波

市
で

活
動

し
た

学
生

数
名
/年

△

③

3 50

36


